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クロアチア共和国Rijeka大学医学部との学術協定の締結について

今回、本学はクロアチア共和国にあるRijeka大学医学

部と学術協定を締結することとなりました。

Rijeka大学の歴史は古くオーストリア帝国時代の１６２７

年を起源とし、現在１０の学部を持ち学生数は１６４５０名余

りの総合大学です。医学部は比較的新しく１９５５年に設置

され、６年制の医学科と５年制の歯学科と４年制の衛生

工学科があり大学院と修士課程が併設されております。

本学とは産科婦人科学講座香山教授が国際生殖免疫学

会を通じて、Daniel Rukavina総長が医学部長として在

職中から学術的な交流をされており、第９回国際生殖免

疫学会（２００４年）が箱根で開催された際にRukavina先

生は兵庫医科大学に立寄られ大学院特別講義をされまし

た。その時、新家理事長と波田学長を表敬訪問され両大

学での学術交流が話題となりました。特に最近では先端

医学研究所岡村教授が発見されたIL－１８に関する研究を

行うために人的交流のみならず試料の提供や学術情報の

相互提供が行われており、今後も継続して学術交流を行

おうとの双方の合意があり、今回学術協定を締結する運

びとなりました。将来は学生の交流も含めた全学的な規

模に発展することが期待されております。

左より本学産科婦人科学講座香山教授夫妻、波田学長夫妻
Rijeka大学Rukavina総長、Kapovic医学部長、Badovinac副
医学部長、Barac-Latas副医学部長

文部科学省「がんプロフェッショナル養成プラン」に採択
内科学 呼吸器・RCU科教授／がんセンター長 中野孝司

文部科学省第３次対がん１０ヵ年総合戦略の一環として

実施される「がんプロフェッショナル養成プラン」に採

択されました。これは、文部科学省が、優れたがんの専

門家を養成するための横断的な教育プログラムの構築と

実施を目的とし、「がん医療のプロフェッショナル養成

プラン」を全国公募したもので、兵庫医科大学は、近畿

大学、大阪市立大学、神戸大学、大阪府立大学、神戸市

看護大学と共同申請し、採択されました。そのタイトル

は、「６大学連携オンコロジーチーム養成プラン『近畿

圏のがん医療水準の向上と均てん化を目指した国公私立

大連携プロジェクト』」です。

がんは、わが国の死亡原因の第一位で、国民の３人に

１人ががんで亡くなっています。しかし、がんを的確に

診断し、根拠に基づいた最先端の治療を施すことのでき

る専門医はまだまだ少ないのが現状で、優秀ながん医療

の専門家の養成が強く望まれています。この様な状況に

対して、がん専門医療従事者の育成に関わる教育環境を

整備・実行する今回のがんプロフェッショナル養成プラ

ンは、極めて重要な課題といえます。

本学が共同申請したプランの骨子は、近畿圏の６大学

が、がん医療専門の医師・コメディカルのオンコロジー

チームを共同して養成するもので、共通の教育プログラ

ムを設定しています。放射線治療専門医、がん薬物療法

専門医、がん看護専門看護師、がん専門薬剤師、医学物

理士の養成コースとインテンシブコースを設け、大学病

院と近畿４府県のがん診療連携拠点病院、国立がんセン

ター東病院との連携の下に、高度ながん医療を実施しえ６大学連携オンコロジーチーム養成プラン調印式

FACULTY OF MEDICINE(Rijeka大学案内より）

（学務課）

・N・E・W・S・
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神戸 キ ャ ン パス
オ フ ィス 

入試 ・ 就職 グ ループ 

図書館 ・ 情報 グ ループ 

管理 ・ 運営 グ ループ 

広 　 報 　室 広 　 報 　課 

法人施設監査部 
監 　 査 　 課　 

機器整備課 

経営企画室 経営企画課 

教育 ・ 学生支援 グ ループ 

篠 山 病 院 事 務 部 
医 　 事 　 課　 

栄 　 養 　室 

介護事務課 

庶 　 務 　 課　 

会 　 計 　 課　 

老人保健施設事務部 
管理室 

医療情報課 

病 　 歴 　 課　 

治験事務課 

看護専門学校事務室 

医療安全課 

医 　 事 　課 

病 院 事 務 部 地域医療課 

図 　 書 　 課　 
学 務 部 

研究技術第 １ 課　 

研究技術第 ２課 

視聴覚教育ｾﾝﾀｰ事務室 事 　 務 　局 

管 　 理 　課 

資 　 材 　課 

学 　 務 　 課　 

教務学生課　 

入試課　 

知的財産統括室 

財 務 部 
経 　 理 　 課　 

人 　 事 　 課　 
総 務 部 

施設整備課 　　 

人 材 対 策 室 

募 金 推 進 室 

総 　 務 　 課　 

後援会事務室 

る人材養成教育プログラムです。このプログラムは５年

間の予定で行われますが、高度な技術を持つがん専門医

療人が育成され、近畿全体のがん医療水準の向上と均て

ん化が得られます。

本学は、大学院医学研究科にがん薬物療法専門医養成

コース、放射線治療専門医コース、医学物理士養成コー

スを設置し、学位の取得と同時にがん治療の技術と専門

医資格の取得を可能とします。また、インテンシブコー

スにはがん薬物療法医研修コース、がん疼痛制御インテ

ンシブコース、皮膚悪性腫瘍診療研修コース、放射線治

療インテンシブコース、肝胆膵癌診療研修コース、消化

器癌診療研修コース、頭頸部癌診療研修コース、血液腫

瘍インテンシブコース、転移性骨腫瘍インテンシブコー

ス、腫瘍外科学研修コースの豊富なコース設定が特長で、

全学を挙げてがん診療に取り組む体制が整います。

本学は本年７月に「がんセンター」を設置しました。今

回の「がんプロフェッショナル養成プラン」の採択を機

に、がん診療のプロフェッショナル育成の教育環境を充

実させ、さらなるがん対策の推進と高品質のがん診療を

患者さんに提供いたします。

平成１９年８月１日付 組織変更

近年、教育制度、医療制度等の変革が急

速に進み、質の高い卒前・卒後教育の実施、

特定機能病院として急性期で高度な医療の

開発と実施、臨床研究等がより一層強く求

められています。これを受けて、本法人と

しては兵庫医療大学も含めて１法人２大学

体制の下、計画的、継続的にこれらの事業

を行うため法人の財政基盤をより強固なも

のにしていかねばなりません。今回、中期

事業計画の中で具体的施策として掲げた経

営企画室の設置、広報体制の充実並びに、

研究分野での特許等の知的財産管理の体制

整備を目的として、平成１９年８月１日付で

「経営企画室」、「広報室」及び「知的財産

統括室」を設置する組織改正（右図）を実

施しました。

（経営企画室）

経営計画立案と進捗管理、迅速な経営意

思決定に向けた情報収集・分析等を行う経

営サポート体制の専門組織として設置する。

（１）法人の事業計画及び将来計画策定

（２）法人経営に必要な情報の収集・分析

（３）法人の経営計画策定

（４）法人の経営改善計画の進捗、管理

（広報室）

本法人の事業活動の円滑化や社会との関

６大学連携オンコロジーチーム養成プランプレスセミナー
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係維持・改善のために、外部・内部の関係先との間で双

方向のコミュニケーション活動を行う。

（１）学校法人広報の方針案、広報戦略案、広報計画案の

立案

（２）情報収集の仕組みと運用

（３）良好なメディア・リレーションの構築

（４）情報発信ツールの整備

（５）広報活動における危機管理

（知的財産統括室）本法人で実施された研究成果等を社

会に還元することにより、社会の発展に貢献するとの使

命の下、知的財産の創造、保護、管理及び活用を組織的

に適切に進める。

（１）特許等の出願、権利化、維持

（２）知的財産に関する教育及び啓発活動の企画・立案・

実施

（３）知的財産の情報収集及び広報

（４）知的財産の活用

平成１９年度科学研究費補助金交付決定

平成１９年度科学研究費補助金（９７件 総額２８７，３４０千円（うち直接経費２４０，５１０千円、間接経費４６，８３０千円））の交付

が下記のとおり決定しました。なお、昨年度は８８件 総額２２１，７６０千円（うち直接経費２１０，０００千円、間接経費１１，７６０千

円）でした。 （単位：千円）

所 属 研究代表者 研 究 課 題 名
交付決定額

直接経費 間接経費

基盤研究（Ｂ）

免疫学・医動物学 中 西 憲 司 LPS受容体で誘導される好塩基球依存性多クローン性IgE酸性誘導機構の解析 ２，７００ ８１０

リハビリテーション医学 道 免 和 久 リハビリロボットを併用した脳卒中片麻痺上肢のハイブリッドCI療法 ４，６００ １，３８０

先端研（生体防御部門） 関 山 敦 生 ストレス反応におけるサイトカイン～ストレスホルモンとしての分子基盤の確立 ６，０００ １，８００

呼吸器外科学 長谷川 誠 紀 胸膜中皮腫の発生および進展形式とその生物学的特性の解析 ５，７００ １，７１０

呼吸器外科学 田 中 文 啓 高感度遺伝子変異検出システムの確立と肺癌の診断への応用 ６，４００ １，９２０

産科婦人科学 香 山 浩 二 卵巣組織の凍結保存と卵母細胞の培養系での成熟・受精・胚発生に関する研究 ３，７００ １，１１０

歯科口腔外科学 浦 出 雅 裕 ケモカインシグナルを介した口腔癌転移機構の解析と転移抑制の分子標的治療 ３，５００ １，０５０

解剖学第２ 野 口 光 一 神経障害性疼痛発症のメカニズム ６，１００ １，８３０

免疫学・医動物学 善 本 知 広 新規サイトカイン（IL－２７，IL－３３）による寄生虫感染防御機構の解析 ７，９００ ２，３７０

外科学 藤 元 治 朗 消化管癒着・線維形成過程の分子機構解析・制御法開発と腸管星細胞の探索の試み ６，１００ １，８３０

外科学 嶋 田 裕 食道癌細胞および正常食道上皮細胞における機能性リボ核酸の発現と機能解析 ７，６００ ２，２８０

先端研（細胞遺伝子治療部門） 後 藤 章 暢 制限増殖型ウイルス治療におけるPETを用いた新規評価法の開発 ７，９００ ２，３７０

基盤研究（Ｃ）

放射線医学 廣 田 省 三 経カテーテル門脈血流改変による肝硬変治療の研究 ９００ ２７０

遺伝学 辻 芳 之 マイコプラズマ属の潜在感染による胎児拒絶型妊娠合併症発症の分子機構の解明 ９００ ２７０

解剖学第２ 山 中 博 樹 細胞間接着因子L１－CAMの翻訳後調節と神経因性疼痛における役割 １，４００ ４２０

内科学（循環器内科） 中 尾 伸 二 超音波心筋局所運動解析・組織性状診断装置を用いた心臓再同期療法適応決定技法の開発 ５００ １５０

生化学 鈴 木 敬一郎 活性酸素が引き起こす糖鎖改変によるプロテオグリカン機能変化－癌及び関節炎への関与 １，３００ ３９０

内科学（上部消化管科） 三 輪 洋 人 胸やけ誘発時の食道筋層収縮リアルタイム解析による症状発生メカニズムの解明 ９００ ２７０

内科学（糖尿病科） 宮 川 潤一郎 新規増殖因子NTAKによる膵B細胞の分化・増殖作用の解明と再生医学的研究 ７００ ２１０

内科学（血液内科） 小 川 啓 恭 ヒト白血球抗原半合致移植片を利用した、難治性白血病に対する新しい移植療法の開発 １，７００ ５１０

皮膚科学 樽 谷 勝 仁 MAPKシグナル伝達系を用いた乾癬の病態モデルの作成と新たな治療法の開発 １，３００ ３９０

皮膚科学 山 西 清 文 表皮細胞系列維持に関わるマイクロRNAの同定 １，７００ ５１０

外科学 宇 山 直 樹 星細胞中間系フィラメント制御による肝繊維化抑制、肝癌治療の研究 １，６００ ４８０
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基盤研究（Ｃ）

呼吸器外科学 松 本 成 司 胸膜悪性中皮腫モデルに対する新規抗癌剤（アリムタ）胸腔内反復投与の効果検討 ８００ ２４０

整形外科学 麸 谷 博 之 骨肉腫の肺転移抑制に対するサイトカイン療法の確立 １，５００ ４５０

整形外科学 八 木 正 義 ファジイ３次元画像認識による膝前十字靭帯損傷膝の動的安定性評価方法の構築 ５００ １５０

麻酔科学 上 農 喜 朗 麻酔の多経路多単位モデルを用いた麻酔関連薬物の相互作用の解析と臨床応用 １，５００ ４５０

泌尿器科学 山 本 新 吾 尿管再生をめざした新規生体吸収性合成材料の開発 １，６００ ４８０

産科婦人科学 小 森 慎 二 精子形成過程におけるTCTPの機能解析とアンドロゲンによる発現調節機構の検討 １，３００ ３９０

病理学第１ 大 山 秀 樹 抗菌ペプチド産生を誘導するIL－２２に着目した歯周病態の解析と新規治療創薬の開発 １，７００ ５１０

解剖学第２ 戴 毅 プロテアーゼ受容体PAR－２によるTRPA１チャネルの機能調節メカニズム １，６００ ４８０

生化学 藤 原 範 子 新規酸化SOD１特異抗体を用いたALS発症機構の解明 １，２００ ３６０

生理学第２ 山 本 悟 史 神経因性疼痛発現における新規イオンチャネルの解析 １，９００ ５７０

超音波センター 飯 島 尋 子 非アルコール性脂肪性肝炎における非侵襲的、定量的機能診断法の確立 ２，８００ ８４０

整形外科学 吉 矢 晋 一 膝関節３次元動作解析システムの確立と前十字靭帯損傷膝に対する応用 ２，４００ ７２０

生理学第２ 西 崎 知 之 AMPA受容体traffickingにおけるO－GlcNAc化の分子制禦機構 １，８００ ５４０

生理学第２ 山 本 英 幸 PDGFd関連因子を標的とした悪性中皮腫診断および治療法確立への試み １，８００ ５４０

病院病理学 廣 田 誠 一 消化管間質腫瘍の分子標的薬に対する耐性機序の解明 １，４００ ４２０

病院病理学 礒 崎 耕 次 KIT遺伝子改変動物を用いた消化管運動ペースメーカー細胞に発現する分子の解析 １，０００ ３００

免疫学・医動物学 松 本 真 琴 気管支喘息におけるインターロイキン３３の役割についての研究 ２，２００ ６６０

遺伝学 吉 川 麗 月 癌分化誘導療法におけるhedgehog情報伝達系の解明－消化器癌を中心に ２，１００ ６３０

生化学 大河原 知 水 EC－SODの抗酸化作用と生活習慣病の動脈硬化予防 １，８００ ５４０

環境予防医学 若 林 一 郎 女性における動脈硬化性疾患予防の観点から見た適正飲酒に関する研究 ２，３００ ６９０

内科学（上部消化管科） 田 中 淳 二 シグナル伝達分子を用いた内臓知覚伝達経路の解明 ２，０００ ６００

内科学（肝・胆・膵科） 中 村 秀 次 肺癌由来増殖因子と受容体の発現・活性化調節による肝癌増殖の制御 ２，０００ ６００

内科学（神経・脳卒中科） 芳 川 浩 男 筋強直性ジストロフィー症におけるリアノジン受容体機能、脳スプライシング異常の解析 ２，９００ ８７０

内科学（リウマチ・膠原病科） 佐 野 統 スフィンゴシン１－リン酸受容体制御による関節リウマチ治療 ２，２００ ６６０

精神科神経科学 植 木 昭 紀 プレパルスインヒビジョンを利用した健忘型軽度認知障害の診断法の開発 ２，５００ ７５０

外科学 飯 干 泰 彦 アミノ酸の惹起する細胞内シグナル伝達の基礎研究と腸管蠕動不全治療の研究アプローチ １，８００ ５４０

外科学 王 孔 志 おとり型核酸と肝細胞増殖因子を用いた放射線腸炎に対する治療効果の検討 ２，１００ ６３０

外科学 藤 原 由 規 進行食道癌化学放射線療法感受性に対する予後規定因子の検索およびその臨床応用 ２，２００ ６６０

外科学 平 野 公 通 切除不能高度進行肝細胞癌に対する化学療法併用腫瘍新生血管抑制治療法の開発の検討 １，８００ ５４０

外科学 飯 室 勇 二 メカニカルストレス応答からみた肝再生・肝線維化の病態解析と肝臓器再生への応用 １，８００ ５４０

呼吸器外科学 多久和 輝 尚 遺伝子変異を指標とした肺癌の高感度播種およびリンパ節転移検知システムの構築 ２，０００ ６００

脳神経外科学 有 田 憲 生 脳および神経幹細胞におけるTLR分子の発現解析 １，５００ ４５０

麻酔科学 下 出 典 子 揮発性麻酔薬のヒト胎盤移行性と他剤の移行性への影響 １，４００ ４２０

形成外科学 西 本 聡 慢性虚血肢潰瘍に対する末梢血および骨髄由来多血小板血漿の治療効果 ２，８００ ８４０

救命救急センター 小 谷 穣 治 侵襲下骨髄細胞アポトーシス誘導と免疫抑制におけるTIRファミリーレセプターの役割 ２，４００ ７２０

解剖学第２ 徳 永 敦 顎関節痛の末梢感作におけるMAPキナーゼファミリーの役割 ２，０００ ６００

歯科口腔外科学 野 口 一 馬 正常唾液腺培養細胞の維持と放射線照射唾液腺への移植による唾液腺再生の試み １，４００ ４２０

歯科口腔外科学 橋 谷 進 ヌードマウス可移殖株高転移ヒト腺様嚢胞癌の転移機構の解析と転移抑制の検討 １，７００ ５１０

病理学第１ 中 正 恵 二 歯周炎が脂肪性肝炎の発症と進行に及ぼす負の影響に関する研究 １，３００ ３９０

解剖学第２ 福 岡 哲 男 神経因性疼痛モデルにおける電位依存性チャネルの発現変化と病態への関与 ２，０００ ６００

篠山病院 清 野 大 輔 脊髄根損傷モデルラットの脊髄における細胞外プロテアーゼtPAの役割 ２，０００ ６００
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萌芽研究

先端研（神経再生研究部門） 松 山 知 弘 成体神経幹細胞産生に関わる免疫調節因子の同定 １，５００ ０

外科学 藤 元 治 朗 リンパ濾胞破壊脾組織骨格への肝幹細胞・サイトカイン産生細胞移植による異所性肝作製 １，６００ ０

生理学第２ 藤 川 浩 一 Ets２を標的遺伝子とした脳腫瘍浸潤抑制法の確立 １，９００ ０

解剖学第２ 小 畑 浩 一 神経栄養因子の発現制御による坐骨神経痛モデルの治療の試み １，３００ ０

内科学（下部消化管科） 福 永 健 熱ショック蛋白質の積極的誘導による新しい末梢免疫調節治療の基礎的検討 １，４００ ０

解剖学第２ 野 口 光 一 神経根性疼痛における細胞外プロテアーゼtPAの関与 １，８００ ０

救命救急センター 寺 嶋 真 理 子 侵襲下腸粘膜細胞アポトーシス誘導におけるTIRファミリーレセプターの役割の研究 ２，７００ ０

若手研究（スタートアップ）

先端研（神経再生研究部門） 中 込 隆 之 脳傷害誘導性神経幹細胞の確立 １，３５０ ０

皮膚科学 中 川 登 ナノスケールのin vivo角層細胞間脂質分子構造解析 １，３２０ ０

眼科学 石 川 裕 人 視神経挫滅モデルへの脳脊髄液経由骨髄間質細胞由来シュワン細胞移植 １，３００ ０

生理学第２ 矢 口 貴 博 アデノシン誘導アポトーシスにおける細胞内情報伝達経路の同定、治療法確立への試み １，３２０ ０

形成外科学 横 山 茂 和 放射線難治性潰瘍に対する脂肪組織由来幹細胞の効果 １，３２０ ０

特定領域研究

病院病理学 廣 田 誠 一 GIST発生におけるKIT・PDGFRシグナル異常の解析 ９，４００ ０

解剖学第２ 野 口 光 一 神経因性疼痛における細胞間接着因子L１－CAMの役割 ３，９００ ０

免疫学・医動物学 中 西 憲 司 寄生虫感染と宿主応答 １８，２００ ０

解剖学第２ 野 口 光 一 マルチモーダルセンサーTRPA１の機能調節機構 ３，１００ ０

若手研究（Ｂ）

病理学第１ 山 田 直 子 IL－１８により誘導される血清中の転移抑制因子の解析 １，０００ ０

病理学第２ 佐 藤 鮎 子 肝再生医療に向けたES細胞から肝細胞への分化機構の解明 １，３００ ０

法医学 内 海 美 紀 覚せい剤誘導性ドパミン増加に対するエタノールの作用とアルコール嗜好性の関与 １，５００ ０

歯科口腔外科学 田 中 徳 昭 腺様嚢胞癌由来培養細胞株を用いた腺様嚢胞癌の浸潤機構に関する研究 １，８００ ０

医療情報部 平 松 治 彦 インシデンントレポートの共有と流通に関する研究 ２，３００ ０

解剖学第２ 小 林 希実子 末梢神経損傷後の脊髄グリアで発現変化するプリン受容体の役割 １，８００ ０

生理学第２ 菅 野 武 史 後根神経節におけるノルアドレナリン刺激ATP放出機構の解明 １，０００ ０

生理学第１ 平 田 豊 中枢化学受容器機構の解明 ３，１００ ０

内科学（下部消化管科） 大 島 忠 之 細胞間接合装置機能からみた食道粘膜防御機構と新たな病態分類に関する研究 ２，２００ ０

内科学（冠疾患科） 藤 井 健 一 冠動脈不安定粥腫に対するアトロバスタチンの粥腫安定化効果の検討 １，７００ ０

生理学第１ 増 宮 晴 子 心房細動治療の新展開：Agingに伴うコネキシンの変化が興奮伝播異常を惹き起こす １，６００ ０

内科学（リウマチ・膠原病科） 北 野 将 康 破骨細胞の分化誘導と活性化におけるS１P/S１P１シグナルの役割 １，６００ ０

生理学第１ 岡 部 明 仁 乳幼児突然死症候群の原因究明に向けて：KCC２の発達期発現異常と呼吸リズムの失調 ２，０００ ０

耳鼻咽喉科学 都 築 建 三 アレルギー性鼻炎、および慢性副鼻腔炎における神経ペプチドの発現に関する研究 ２，０００ ０

形成外科学 河 合 建一郎 アディポサイトカイン、ミオカインの糖尿病性創傷治癒遅延への影響 ２，７００ ０

形成外科学 福 田 健 児 創傷治癒における適正湿潤度の検索 １，７００ ０

病理学第１ 山根木 康 嗣 IL－１８を用いたヒト骨肉種に対するサイトカイン療法の有効性向上に関する研究 １，７００ ０
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平成１９年度厚生労働科学研究費補助金交付決定
（単位：千円）

財団法人等各種団体による研究助成金等の交付状況
（単位：千円）

兵庫医療大学 早期臨床体験実習（兵庫医科大学病院と連携）

兵庫医療大学共通教育センター 垣下榮三、末廣 謙

兵庫医療大学の早期臨床体験実習(ECE)は薬学部、看

護学部、リハビリテーション学部の全学生を対象として

平成１９年７月３１日～８月３日の４日間、兵庫医科大学関

係各位のご協力の下兵庫医科大学病院において実施され

ました。

この企画は早期に医療の実際に直接触れ医療者として

の自覚を培い、勉学のモチベーションを高めることを目

標と致しておりますが、本大学の特徴としては、３学部

学生が混合グループを編成し合同で実施された点があげ

られます。本学における教育のキーワードは現代医療の

中心でもある「チーム医療」で、すぐれた医療者を育成

するためにボーダーレスな教育の実施を目指しています

が、このECEはまさにこの実践であったと思います。

実習は病棟実習と病院施設見学を各１日ずつとし、学

生３７５名を８０グループに分け４日間で行いました。

各学生自身にはよい成果があったものと確信しており

ます。ご協力を頂きました兵庫医科大学看護部、薬剤部、

リハビリテーション部その他関係部署の各位にはご多忙

にも係わらず多大なご尽力を賜りました。おかげさまで

無事終了することができましたことを改めてお礼申し上

げます。

研 究 事 業 名 研 究 課 題 名 主任研究者 交 付 額

循環器疾患等生活習慣病
対策総合研究事業

慢性心不全基本治療薬である利尿薬のクラス内予後改善効果の差異に関
する研究

増山 理
（内科学（循環器内科））

１３，０００

循環器疾患等生活習慣病
対策総合研究事業

自動体外式除細動器(AED)を用いた心疾患の救命率向上のための体制の
構築に関する研究

丸川征四郎
（救急・災害医学）

４０，２００

創薬基盤推進研究事業
食道癌生検標本の遺伝子発現プロファイル解析による放射線化学療法感
受性予測の臨床導入を目指した基盤的研究

嶋田 裕
（外科学）

２２，７９０

がん臨床研究事業 進行胃がんの生存率を向上させる標準的治療法の開発に関する研究 笹子三津留 ２５，６００

がん研究助成金
ヘリコバクター・ピロリ感染による胃発癌機序の解明と感染・再感染予
防の研究

福田 能啓
（臨床栄養部）

１１，５００

助成団体等 研 究 課 題 名 研 究 者 交 付 金 額

�大阪難病
研究財団

クローン病における発癌に関する研究
冨田 尚裕

（外科学）
１，０００

公益信託外科学研

究助成基金

メカニカルストレス応答を軸とした肝再生・肝線維化の病態解析と肝臓器再生へ

の応用

飯室 勇二

（外科学）
５００
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１号館受水槽整備事業

本学８号館北側の敷地に新規に受水槽を設置します。これにより災害拠点病院として災害時３日間（７２時間）の給水

が可能になります。この事業は工事費の３５％が補助対象であり、整備期間は平成１９年８月末から平成２０年２月末です。

（施設整備課）

８月２３日 安全祈願祭

７：１看護体制の実施について

昨年の診療報酬改定は、近年の厳しい保険財政のなか

でマイナス改定（▲３．１６％）となりましたが、一方で、

急性期医療において手厚い看護による医療の質の向上を

図ることを目的に、１２年ぶりに「入院基本料における看

護配置基準の引き上げ」が行われ、これまでの最高の看

護配置基準であった１０：１入院基本料の上位に７：１入

院基本料が新設されました。

この７：１入院基本料（７：１看護体制）は、１日を

平均して１人あたりの看護師が受け持つ入院患者が７人

以内となるよう配置するものです。

当院では、本年８月１日（水）から、一般病棟で７：１

看護体制を実施しており、この手厚い看護体制により、

これまで以上に患者個々の特性に配慮したより質の高い

看護ケアと安心・安全な医療の提供に努めています。

完成イメージ

（病院事務部 管理課）
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国際学術交流シンポジウム開催

本学の姉妹校である天津医科大学より３名（郭、楊、

潘）の先生方をお招きし、国際学術交流シンポジウムを

９月２６日に開催しました。

シンポジウムは佐野 統教授（内科学リウマチ・膠原

病科）の司会で進められ、理事長、学長の挨拶に引き続

き、Basic Research及びClinical Researchの２セッショ

ンに、それぞれ中西憲司教授（免疫学・医動物学）、笹

子三津留特命教授を座長に行われました。今回はすべて

英語にて行われ、約１００名の出席者からの質疑応答も活

発に行われました。

（学務課）

天津医科大学前列より郭教授、後列左より楊教授、潘副主任医師

地域医療学の紹介

地域医療学 特任教授 吉永和正

このたび、兵庫医科大学地域医療

学の特任教授に就任しました吉永和

正です。本年３月に新設されたこの講

座について説明させていただきます。

兵庫県の寄付講座であり、兵庫医

科大学病院の地域連携を担当する部

門ではありません。兵庫県からは当初より研究テーマが

指定されていますが、それは丹波地域の救急医療改善の

ための調査研究です。丹波地域とは、ご存じの方も多い

と思いますが、丹波市・篠山市で、人口は１２万人弱なが

ら面積は阪神間よりも広い地域です。

奈良県での妊婦搬送問題に代表されるように、わが国

の救急搬送には多くの障害が発生しています。受け容れ

病院が救急体制を維持できなくなったためですが、丹波

地域もその影響が強く現れています。市外への搬送が増

加しており、地元の新聞では医療への不安が繰り返し取

り上げられています。この問題の最大の原因は病院の医

師不足です。

この地域の救急医療を改善することが研究の目標です

が、現状では医師不足という、現在の医療が抱える問題

から考えてゆかねば問題の解決は見えてきません。阪神

間から眺めていると全く分からないような、地域の特性、

問題もあります。現地でのフィールドワークの中から、

改善策を模索してゆきたいと考えていますが、今後の活

動には多くの方々の援助を必要としています。ご支援の

ほどよろしく願い申し上げます。

平成１９年度 キャンパス見学会（平成１９年８月３日実施）

１． 実施内容

本学３－３講義室において、村田入試センター長によ

る挨拶及び入試概要説明に引き続き「模擬講義」を行い

ました。その後は、「スキルスラボ（医学教育シミュレ

ーター展示・体験コーナー）」「キャンパス見学」「在校生

との交流コーナー」「平成記念会館見学ツアー」「ビデオコ

ーナー」「学生生活ポスター展示」「個別相談」など興味の

あるコーナーに自由に参加していただくフリータイムと

しました。

内科学（呼吸器・RCU科）の中野教授による「“がん”

について学ぶ」と題した模擬講義では、受験生をはじめ、

保護者、職員もが、真剣な眼差しで聴き入る内容で、「も
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っと聴きたい」との意見が多数寄せられ、大変好評でし

た。

「スキルスラボ（医学教育シミュレーター展示・体験

コーナー）」では、人体解剖・目の構造などの模型の展

示。また、手術ガウンの着用や眼底・耳の診察シミュレ

ーターを使用して医学生の実習を参加者が実際に体験す

ることができ、積極的に取り組む姿に医学への強い思い

が感じ取れました。

「キャンパス見学」においては、講義室、図書館、学

生情報処理教育室、共同利用研究施設、解剖実習室を見

学し、入学後の学生生活をイメージしている様子でした。

また、「平成記念会館見学ツアー」では、体育館・ドク

ターズカーなど、近代設備の整った教育環境に大変満足

しているようでした。

参加者からは、「兵庫医科大学への憧れが増しました。

是非、入学したいです。」など、うれしい意見が多数寄

せられました。

今後も新たな企画を考案し、より多くの方に本学の魅

力を感じてもらいたいと思っております。

２． 参加人数

本年度は、１１４組１９１名と台風による悪天候にもかかわ

らず多くの方にご参加いただきました。協力していただ

いた関係各所の方々に心より御礼申し上げます。 （入試課）

平成１９年度 教員対象入試説明会（平成１９年６月２９日実施）

１． 実施内容

平成２０年度入学試験概要説明及び本学独自の教育制度

について理解を深めていただき、優秀な受験生のご推薦

を頂くことを目的に、高等学校、予備校の教員を対象と

した入試説明会を実施いたしました。

はじめに、野口教務部長から挨拶があり、続いて村田

入試センター長から平成２０年度の入学試験概要と本学が

求める学生像について説明が行われ、質疑応答では、出

席者から活発な質問が寄せられました。

その後、鈴木医学教育センター長から医学教育の現状

と本学の学習支援体制についての説明が行われ、最後に

希望者からの個別相談に応じ情報の交換を行いました。

学務多忙の中、２５名の教員の方々にご参加いただき有

難うございました。

２． 参加校

高等学校 ８校

�私上宮太子、�私大谷、�私京都成章、�私四條畷学園、
�県城東、�私滝、�私柳学園、�私洛南

予 備 校 １１校

ECC予備校本部、大阪メディカル進学舎、

大阪医歯学院、近畿予備校、医歯学部進学予備校メビオ、

クラムスクールノヴェ、進学塾ビッグバン、

メディカルラボ神戸校、コロンビア学院、

代々木ゼミナール神戸校、

医・歯学部受験専門予備校ロゴス

（入試課）

平成１９年度 早期臨床体験実習�・�とエスコート実習
医学教育センター長 鈴木敬一郎

平成１９年度第１学年次早期臨床体験実習�は７月１７日
～２０日に兵庫医科大学病院各病棟で、看護部の協力のも

と実施しました。また、早期臨床体験実習�は９月中旬

から１２月初めまで毎週木曜日の午後に学外診療施設なら

びに本学病院中央診療部門で実施中です。

エスコート実習は、第１学年次に続く早期臨床体験実

中野教授「がんについて学ぶ」模擬講義

解剖実習室見学
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習として第２・第３学年次にも患者さんと接する機会と

して設けました。病いを患った人の気持ちを学び、外来

受診を体験することが目的です。まず７月に第３学年次

が実施し、初診患者さんに承諾を得て学生を紹介し帰ら

れるまでご一緒させていただきました。患者さんのアン

ケートを拝読しますと、驚くほど優しく好意的で感動し

ました。学生諸君も大変熱心で前向きに取り組み意義深

い実習となりました。ご協力いただきました患者さん、

そして病院スタッフに深謝いたします。

参加型臨床実習（クリニカルクラークシップ）の導入
臨床実習統括責任者 小川 啓恭

兵庫医科大学では、第５学年次と第６学年次の一部に

おいて臨床実習を実施してきましたが、今年度から、コ

アの診療科（内科と外科）において、臨床実習の内容を

見学型臨床実習から参加型臨床実習（クリニカルクラー

クシップ）に変更しました。これは、医学教育改革を進

める国の方針に従ったものです。従来の実習は、臨床現

場の見学が主体でありましたが、参加型臨床実習では、

１）学生は、医療チームの一員として実際の患者さんの

診療に従事しながら臨床実習を行い、２）指導医の指導

あるいは監視のもとに許容された一定範囲の医行為を行

い、医学生としての責任も負います。この実習を通じて、

将来、医師となるために必要な知識、技能および態度、

価値観を身につけることを目的としています。学生は、

医療チームの一員として実際の診療に携わることによっ

て、はじめて医学や医療を深く学ぶことができると考え

られます。この臨床実習の改革は、成人学習理論に基づ

いており、OSCEの導入、PBLチュートリアルの導入と

並んで、医学教育改革の柱として期待されているもので

す。

第２５回 医学教育ミニ・ワークショップ

教務部長 野口光一

第２５回医学教育ミニ・ワークショップは、８月４日、

５日の２日間、神戸市北区のスペースアルファ神戸にて

開催致しました。今年はミニ・ワークショップの原点に

立ち戻り、本学教員のFDを目的とした内容とし、本学

教員となって３年以内の先生を対象に教養、基礎、臨床

から約３０名の先生に参加いただきました。

１日目は特別講演として、名郷直樹先生（社団法人地

域医療振興協会 地域医療研修センター長）によります

「エビデンスに基づかないEBMの実践：EBMスタイル

抄読会の実際」と「EBM教育の実践」がありました。

懇親会を挟んで夜遅くまで、最近の卒後研修状況等につ

いて懇談しました。２日目は成瀬先生（本学医学教育セ

ンター准教授）が中心となって、「共用試験CBT問題作

成ガイダンス」と問題作成及びブラッシュアップ研修が

行われ、その後鈴木先生（本学医学教育センター長）に

よる「共用試験CBTと医師国家試験の現状について」、

「本学の学習支援について」の講演がありました。

ハードスケジュールで参加者は大変だったと思われま

すが、教育FDとしての本ミニ・ワークショップで学ん

だことを、教育の実践に活用いただければ幸いです。

平成１９年度兵庫医科大学シーズ育成型研究 採択プログラム配分決定

先端医学的ニーズを念頭に、本学を代表する研究プログラムとなり得る医学研究上、インパクトの大きい目標を設定

し、学内の研究者が結集して相互の研究ポテンシャルを有効に活用することで、研究目標の達成を目指すものです。

研究プログラムは複数の部署の教員から構成され、１研究プログラム、最大４年間の予定です。

No. 研究プログラム名称 リーダー名 所属・職名

１ サスペンションアレイ法による慢性炎症性疾患の病態解析と早期診断法の開発 柏村 信一郎
先端医学研究所生体防御部門

講 師
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【配分額】 １プログラム ６，０００千円／年とする。 リーダー名のアルファベット順

平成１９年度教員研究費助成配分者決定

この研究費助成は本学の教員の研究の活性化を図り、本学の研究能力を向上させることを目的とします。教育教授、

臨床教授及び准教授以下の教員を対象とします。なお、文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金の１年目の受領

者は対象外とし、当該年度科学研究費補助金申請者で採択されなかった者は選考において優遇しています。

〔配分額〕１名：１，０２７，６００円（２年間で使用）とする。

No. 研究プログラム名称 リーダー名 所属・職名

２ 神経細胞活性化、神経細胞死抑制、神経細胞再生による新規認知症治療薬・治療法の開発 西崎 知之
生理学第２
教 授

３ サイトカインを用いた癌の免疫療法の確立とその臨床までの活用法 寺田 信行
病理学第１
教 授

４ アディポサイトカイン異常症としてのメタボリックシンドロームの包括的研究 山本 徹也
内科学内分泌代謝科

教 授

研究者氏名 所属部局 職名 研 究 課 題

１ 前 田 誠 司 解剖学第１ 講師 食虫目スンクス（Suncus murinus）腎ネフロンにおけるアクアポリンの局在とその制御について

２ 小 畑 浩 一 解剖学第２ 講師 神経因性疼痛におけるグリア細胞の役割と細胞内シグナル伝達

３ 横 江 俊 一 生化学 助教 IL－１８受容体のN型及びO型糖鎖の心機能に及ぼす役割

４ 北 中 純 一 薬理学 准教授 覚せい剤精神病モデル動物の行動薬理学的および神経化学的評価

５ 山 田 直 子 病理学第１ 講師 インターロイキン１８とα－ガラクトシルセラミドの併用によるがんの肺転移抑制の機構

６ 林 周 平 病原微生物学 助教 ヒトヘルペスウイルス－６における潜伏感染機構の解析

７ 野 崎 潤 一 公衆衛生学 助教 微小粒子状物質による大気汚染の健康影響評価方法の検討と細胞毒性の解析

８ 高 橋 裕 二 環境予防医学 助教 糖尿病合併症としての動脈硬化の炎症性機序に関する分子生物学的研究

９ 中 野 知 之 環境予防医学 助教
脂質性二次メッセンジャー代謝酵素ジアシルグリセロールキナーゼによるtransient

receptor potentialチャネルの活性化調節機構の解析

１０ 吉 原 哲 内科学（血液内科） 助教
造血器腫瘍に対する同種造血幹細胞移植後髄外再発の発症メカニズム解明および早

期診断法の開発

１１ 森 脇 優 司 内科学（内分泌・代謝科） 准教授 シュ糖摂取による血漿プリン塩基の変動とアカルボース投与の影響

１２ 蓮 池 由 起 子 内科学（腎・透析科） 学内講師
腹膜透析患者におけるポリオール代謝・アルドース還元酵素発現の検討－カルボニルス

トレス・酸化ストレスへの関与および腹膜中皮細胞への作用についての臨床研究

１３ 大 塚 欣 敏 小児科学 助教
若年性骨髄単球性白血病における癌化メカニズム解析に基づく新たな分子標的療法

の開発、および白血病細胞の細胞分化における制御機構の解明

１４ 樽 谷 勝 仁 皮膚科 講師 アレスチンの表皮形成における役割の検討

１５ 西 村 雅 史 眼科学 助教
ヘパリン結合性上皮増殖因子様増殖因子（HB-EGF : heparin-binding epidermal

growth factor-like growth factor）の制御による視神経再生の試み

１６ 瀬 尾 徹 耳鼻咽喉科学 講師 骨導刺激VEMP検査による慢性中耳炎患者の平衡機能に関する研究

１７ 小 石 健 二 外科学 助教 ケモカインを中心とした食道癌における遠隔転移規定因子の検索とその臨床的有用性

１８ 横 山 茂 和 形成外科学 助教 放射線性創傷治癒障害における細胞接着因子の関与の検討

１９ 長 谷 川 誠 実 歯科口腔外科学 助教 歯髄刺激に対する海馬循環動態と海馬内アデノシン動態の解析

２０ 上 農 喜 朗 麻酔科学 准教授 麻酔関連薬物の相互利用に関する研究

２１ 羽 尾 裕 之 病院病理部 准教授
大動脈瘤の形成・進展・破裂と血管平滑筋細胞のフェノタイプおよびアポトーシス

に関する研究

２２ 藤 盛 好 啓 先端研（細胞移植） 准教授 ヒトCD３４陰性未熟造血幹細胞に関する研究

２３ 久 保 秀 司 先端研（細胞・遺伝子） 助教 レトロトランスポゾンを利用した新規遺伝子転送法の開発
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平成１８年度教員及び大学院生学術賞決定

平成１９年６月７日、教授会及び研究科教授会において、平成１８年度兵庫医科大学教員学術賞及び大学院生学術賞の授

与者が決定し、７月５日の教授会の席において授与式が行われ、学長から教員学術賞については表彰状と副賞（奨励金）

が、また、大学院生学術賞については表彰状と記念品（パーソナルコンピュータ）がそれぞれ贈られました。

【教員学術賞】

【大学院生学術賞】

平成１９年度大学院学生研究助成交付決定

（注）番号は評価成績の順

学 位 の 授 与
甲第４８８号

伊藤 宏一 （H１９．９．６）

（学位論文名）

Biochemical property and immuno-

genicity of mouse male reproduc-

tive tract CD５２（mrt－CD５２）
�
�
�
�

雄性生殖器官に存在するCD５２の生化学的特性とそ

の免疫原性に関する検討

	
�
�



甲第４８９号

清野 仁美 （H１９．９．３０）

（学位論文名）

IL－１８ mediates the formation of

stress-induced, histamine-dependent

gastric lesions
�
�
�
�

ストレス性胃粘膜病変形成におけるヒスタミンを介

したIL－１８の関与

	
�
�



乙第２９８号

小林 希実子 （H１９．５．１０）

（学位論文名）

Distinct expression of TRPM８，TRPA

１， and TRPV1mRNAs in rat pri-

mary afferent neurons with Aδ/C－fi-

bers and colocalization with Trk receptors
�
�
�
�
�

ラット一次求心性神経細胞のAδ/C線維細胞におけ

るTRPM８，TRPA１，TRPV１の特異的な発現および

Trk受容体との共存関係

	
�
�
�



所属・職名 氏 名 備 考

内 科 学
リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 科
助 教

北野 将康
・年齢が４０歳以下
・優れた業績から２名以下を選考する。

専 攻 氏 名 備 考

外 科 系
耳 鼻 咽 喉 科 学

桂 弘和
平成１９年３月３１日大学院修了
（早期学位授与）
学位：博士（医学）

番号 専 攻 学年 氏 名 研 究 課 題 助成金配分額（千円）

１
生 理 系
解剖学（�） ３ 王 勝 蘭

炎症性メディエーターBradykininによるTRPA１
チャンネルの機能調節機構

６００

２
外 科 系
外科学（�） ３ 濱 田 哲 宏

オンコスタチンM遺伝子治療による肝障害および
難治性炎症性腸疾患の克服

６００

３
内 科 系

リウマチ・膠原病
３ 黒 田 麻 衣

SpAで誘導されるTh１型喘息に対する抗IL－１８抗
体による治療効果の検討

６００

４
外 科 系
眼 科 学

３ 田 上 雄 一
経角膜電気刺激による視神経再生のメカニズム解
明

６００

５
内科系内科学
下部消化管

３ 上 小 鶴 孝 二
急性期潰瘍性大腸炎患者に対する末梢血白血球系細胞
除去療法の作用機序（末梢血と組織から）

６００

６
内科系内科学
下部消化管

３ 戸 澤 勝 之
熱ショック蛋白分泌に着目した顆粒球吸着療法の
免疫学的作用機序の系統的解明

５００

７
外科系

産科婦人科学
３ カロンゴス ジャンニーナ

卵透明帯抗体が卵巣機能障害を起こすメカニズム
に関する研究

５００
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平成１９年度西日本医科学生総合体育大会の結果

平成１８年度 学生が選ぶベストティーチャー賞受賞者

西 医 体

第５９回西日本医科学生総合体育大会

評議委員 第４学年次 浜口 ゆき

今回、兵庫医科大学の代表として大会の運営を手伝わ

せて頂きました。今大会は、京都大学からの移管により

４競技で兵庫医科大学が主管となり、各競技責任者や教

務学生課の方々と連絡や確認をお願いし、各クラブ代表

の方にたくさんの作業をしていただいて、何とか評議委

員としての仕事を終えることが出来ました。本当にご協

力ありがとうございました。

運営側に立ったことで、西医体は本当に規模の大きな

大会であるということ、そして、私達医学生にとってと

ても貴重な場であるこの大会を全て医学生自身で作り上

げていることに気付きました。とても誇らしく思います。

人の集まる場所には、たくさんの出会いや感動があふ

れています。私自身、硬式庭球部員として大会のなかでた

くさんの感動を得ることが出来ました。大会でも展覧会

でもコンサートでも、こうした感動の生まれる場所を大

切にしていきたいと思います。そして、これからの西医体

も、参加者にとって有意義な大会になることを願います。

一年間、ありがとうございました。

（教務学生課）

学 年 所 属 職 位 氏 名

第１学年次 英語 講 師 古� 明里

第２学年次 呼吸器外科学 准教授 田中 文啓

第３学年次 整形外科学 准教授 麸谷 博之

第４学年次 内科学 呼吸器・RCU科 准教授 福岡 和也

第５学年次 リハビリテーション部 ベストポリクリ賞として部で受賞

クラブ名 種目・部門 順位 備考

合気道部 団体の部 第２位

個人の部 第１位 （５年）中逵 誉

（４年）針金 幸代

柔道部 男子団体戦 予選落ち

女子個人戦 第２位 （６年）賀来 佳子

女子個人戦 ベスト８（５年）市橋真理子

女子個人戦 ベスト８（４年）石田 理沙

（全医体） 女子個人戦 第２位 （６年）賀来 佳子

（全医体） 女子個人戦 第３位 （５年）市橋真理子

剣道部 男子団体戦 予選落ち

女子団体戦 予選落ち

クラブ名 種目・部門 順位 備考

剣道部 男子個人戦 ベスト３２（４年）�橋 怜嗣

女子個人戦 ベスト１６（４年）佐藤 淑

女子個人戦 ベスト３２（２年）合田 菜穂

バスケットボール部 男子団体戦 ２回戦進出

女子団体戦 ２回戦進出

バレーボール部 男子団体戦 初戦敗退

女子団体戦 初戦敗退

準硬式野球部 男子団体戦 ベスト８

バドミントン部 男子団体戦 ベスト１６

男子個人ダブルス ベスト８（３年）上村 尚

（３年）中村 晃史

麩谷准教授古瀬講師 田中准教授 福岡准教授
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病 院 概 況
患者数

クラブ名 種目・部門 順位 備考

バドミントン部 女子個人シングルス ベスト３２（６年）廣渡 芙紀

女子個人シングルス ベスト６４（４年）林 加奈子

女子個人ダブルス ベスト３２（５年）岡所由希子

（５年）住浦 絵美

女子個人ダブルス ベスト３２（２年）沢辺 潤子

（２年）細羽 梨花

硬式庭球部 男子団体戦 ２回戦進出

女子団体戦 ２回戦進出

男子団体戦 初戦敗退

女子団体戦 初戦敗退

男子個人戦ダブルス ベスト３２（４年）吉水 祥一

（４年）永尾 祐介

女子個人戦ダブルス ベスト３２（４年）渡邉 優子

（２年）今本 千絵

サッカー部 男子団体戦 初戦敗退

卓球部 男子個人戦シングルス ３回戦進出（５年）飯田 康

３回戦進出（４年）森川 暢

２回戦進出（１年）川端 一美

女子個人戦シングルス ４回戦進出（５年）金尾世里加

３回戦進出（２年）丸尾 沙織

クラブ名 種目・部門 順位 備考

卓球部 ２回戦進出（２年）関 美和子

男子個人戦ダブルス ２回戦進出（５年）飯田 康

（４年）森川 暢

２回戦進出（２年）松尾 
平

（１年）貴志 豪俊

女子個人戦ダブルス ２回戦進出（５年）金尾世里加

（２年）杉山由希子

２回戦進出（２年）丸尾 沙織

（２年）関 美和子

ゴルフ部 団体の部 ８位

ラグビー部 男子団体戦 初戦敗退

ヨット部 団体（総合） １０位

団体（国際４７０級） １１位

団体（スナイプ級） １２位

アーチェリー部 男子ハーフラウンド １位 （２年）内橋 孝史

（全日本医科学生 男子グリーンランド ４位 （１年）和田 吉弘

アーチェリー大会） 女子シングルラウンド ６位 （３年）馬場口由佳

女子グリーンラウンド ４位 （１年）本田 晶子

５位 （１年）李 侑香

※陸上競技部・水泳同好会は本年度西医体に不参加。

区 分

入 院（診療日数１５３日） 外 来（診療日数１１６日）

診療
日数

新 入 院
患 者 数

退 院
患 者 数

在 院 延
患 者 数

病 床
稼働率

平均在
院日数

診療
日数

新 外 来
患 者 数

外 来 延
患 者 数

人 人 人 ％ 日 人 人

１９年４月
５月
６月
７月
８月

３０
３１
３０
３１
３１

１，３６５（４５．５）
１，５６０（５０．３）
１，５１７（５０．６）
１，５４３（４９．８）
１，６２８（５２．５）

１，３８９（４６．３）
１，４５１（４６．８）
１，５７０（５２．３）
１，５１３（４８．８）
１，６２８（５２．５）

２０，９７４（６９９．１）
２１，８５８（７０５．１）
２１，６７３（７２２．４）
２３，１９２（７４８．１）
２２，９９３（７４１．７）

８１．９
８２．６
８５．１
８７．６
８７．３

１５．２
１４．５
１４．０
１５．２
１４．１

２２
２２
２４
２３
２５

３，７２６（１６９．４）
４，１８２（１９０．１）
４，４９８（１８７．４）
４，３８８（１９０．８）
４，４９１（１７９．６）

５０，８５４（２，３１１．５）
５２，４９１（２，３８６．０）
５３，８２１（２，２４２．５）
５５，２０６（２，４００．３）
５６，１８３（２，２４７．３）

計 １５３ ７，６１３（４９．８） ７，５５１（４９．４） １１０，６９０（７２３．５） ８７．３ １４．１ １１６ ２１，２８５（１８３．５） ２６８，５５５（２，３１５．１）

前年度対比 ― １０３．４％ １０２．４％ ８７．７％ ０．５ △２．３ ― ７７．５％ １０２．６％

※（ ）は１日平均
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内視鏡手術シミュレーター室の開設

平成１９年５月１日に１号館４階中央手術部の向い側に

内視鏡手術シミュレーター室が稼動しました。当シミュ

レーター室は内視鏡手術に携わる内外の医師や、これか

ら内視鏡手術を学ぼうとする医師や学生のスキルアップ

と教育を目的として設置され、室内には最先端の３Dバ

ーチャルシミュレーター機器が３台、鉗子操作・縫合訓

練用の機器４台に加え、ポリクリ学生用の基本的な教育

設備を備えています。将来的には独自の教育カリキュラ

ムを整備し、学外の医師のための講習会の実施や、本学

の学生教育のカリキュラムの一端を担うものとして期待

されています。

地域医療懇談会

６月２日�、医療機関関係者との親睦を深めるため『第
７回地域医療懇談会』が尼崎のホテルアルカイックにて

開催されました。

総勢８５名の皆様にご出席をいただき、順天堂大学・医

学部公衆衛生学講座・准教授・田城孝雄先生による「在

宅療養支援診療所のあるべき姿を考える」という、今後

ますます重要視される話題についての講演が行われまし

た。懇談会終了後には懇親会も催され、非常に充実した

内容となりました。

（地域医療・総合相談センター）

神戸メディカルラリー参加（３位入賞）

平成１９年５月１９日�に神戸市北区「しあわせの村」に
て第４回神戸メディカルラリーが開催されました。メデ

ィカルラリーとは、救急医療機関の医師と看護師及び消

防機関の救急救命士が医療チームを組み、特殊メーキャ

ップをした模擬患者を診察して限られた時間内に治療を

行う競技会です。今年は第１０回日本臨床救急医学会総

会・学術集会の１プログラムとして実施され、当院救命

救急センター医師２名と８－１病棟看護師２名、西宮市

消防局から２名の救急救命士がチームを組んで参加し、

全国から集まった１６チームの中で、見事３位入賞を果た

しました。

（病院事務部 管理課）

看護の日 記念行事

例年行われている「看護の日記念行事」が今年も５月

１１日�に行われました。毎年、バラの花プレゼントや記
念演奏会を通して、闘病中の患者さんの１日も早い回復

と心の安らぎを願う気持ちをお贈りしています。ふれあ

い看護体験では将来の看護職を目指す２名の参加があり、

患者さんの励ましや感謝の言葉に感動していました。

（看護部）
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ユニバーサル・スタジオ・ジャパンTMよりキャラクターたちが来訪
８月７日�、今年で第３回目となる、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンのウッディー・ウッドベッカーTMなどのキ

ャラクターたちによる楽しいショーが催され、多くの小児入院患者が楽しいひと時を過ごしました。

Woody Woodpecker and FriendsTM &�Walter lantz Productions, Inc. Universal Studios JapanTM Universal Studios. All rights reserved. CR０７‐３０５１

中学生体験活動「トライやる・ウィーク」
今年も５月２８日�から６月１日�まで学文中学校の２

年生４名が参加しました。病院の仕事に興味津々で患者

さんや病院スタッフと一緒に多くのことを経験しました。

（看護部）

�エイチ・アイより階段避難用車椅子「イーバック・チェアー」の寄贈
本年度、�エイチ・アイより階段避難用器具（車椅子）「イーバック・チェアー」１８台の寄贈があり、９月７日�午前

１１時から第１会議室において寄贈式が行われました。

イーバック・チェアーとは、英国のEvac Chair International ltd．が開発・実用化した階段非難器具で、エレベータ

ーが使用できない非常時や災害時に身体の不自由な方や歩行が困難な方を上層階から階段を使用して、安全・円滑・迅

速に建物外へ避難させることができる車椅子です。災害発生時に、看護師等が一人で患者を階段から非難させることが

できる、非常に有用な避難具となります。

当院は災害拠点病院であり、今後も災害対策として器具も充実させていく必要があると考えます。

設置場所は１０号館４～９階、１号館６～１１階東西です。 （病院事務部 管理課）

右より�エイチ・アイ飯田社長、山村病院長、看護部西坂次長 階段も一人で簡単に操作
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兵庫医療大学 開学記念式典・祝賀会
兵庫医療大学開学記念式典・祝賀会が、５月１２日�に

開催されました。

開学記念式典に先立ち午前９時から施設見学会が行わ

れました。式典は、午前１０時３０分から本学オクタホールに

おいて挙行され、ご招待した兵庫県、神戸市をはじめとす

る公共機関・関係団体・近隣大学・地元自治会・工事関

係者等にご臨席いただきました。学内からは、法人本部

及び兵庫医科大学の関係者さらに兵庫医療大学の教職員

等も含め４００名を超え、会場のオクタホールは満席とな

り、盛会の内に取り行われました。式典に引き続き、前

大阪大学総長の岸本忠三先生の記念講演が行われました。

午後１２時３０分からは、神戸港を眺望する学内レストラ

ンにおいて祝賀会が行われました。祝賀会は、波田兵庫

医科大学長の挨拶の後、来賓として藤井基之参議院議員

からご祝辞をいただき、眞弓忠範神戸学院大学長の乾杯

のあと歓談となり、薬学部、看護学部、リハビリテーシ

ョン学部の各学部長からそれぞれ披露スピーチがあり、

佐藤副学長の謝辞により閉会しました。

開学半年を経過して
学長 松田 暉

学校法人兵庫医科大学の大きな節目の事業であります

新大学、兵庫医療大学は、この４月ポートアイランドで

晴れやかに開学いたしました。神戸の海と六甲山の景観

が楽しめ、斬新でヨーロッパ風の素晴らしい校舎とオー

プンなキャンパスのもと、溌剌たる３６０名を超える第一

期生をここに迎えました。

兵庫医療大学の教育の特徴でありますボーダレス、チ

ーム医療、といったキーワードは既に学生の中に浸透し

ています。先生方が皆熱い、とも言われています。体育

館はまだ未整備ですが、学生たちはサークル活動も始め、

充実した素晴らしい図書館での学習など、いい雰囲気で

学生生活を楽しんでいます。

いよいよ２年目の学生募集活動が始まり、既に４回の

オープンキャンパスを行いました。素晴らしい校舎、実

習病院を持つこと、カリキュラムに特徴あること、オー

プンな雰囲気、教員が親切、などで人気が高くなってい

ます。看護学部、リハビリテーション学部はもとより、

６年制になり厳しい環境の薬学部も関心度が着実に高く

なってきていることは嬉しい限りです。

この１０月にはレストランもスタートします。体育館と

テニスコートも募金事業が順調に進んだお陰で工事が始

められることになりました。兵庫医科大学と連携する医

薬共同先端医療研究センターも立ち上がります。教職員

一同、兵庫医療大学を皆様が期待する大学に発展させる

ために弛まぬ努力を続ける所存であります。今後ともご

支援ご鞭撻をお願いし、開学のご報告といたします。

授業風景

（管理・運営グループ）

１０月オープンのレストラン

・兵庫医療大学TOPICS・

開学記念式典（オクタホール） 祝賀会（学内レストラン）
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４大学連携合同イベント「ポーアイ“学び”ライブ」及び「シリーズ公開講座」

今春ポートアイランドに新キャンパスを同時にオープ

ンした本学、神戸学院大学、神戸夙川学院大学および既

存の神戸女子大学の４大学連携により、５月２６日に「ポ

ーアイ“学び”ライブ」を開催しました。当日は、本学

オクタホールにおいて、元日本代表ラグビー選手の大八

木淳史氏をお迎えし、記念講演を行いました。また同時

に、神戸夙川学院大学アリーナにて「仕事発見フェア」

と題し、４大学から多種多様な職業紹介ブースを出展す

るとともに、４大学キャンパスの施設見学会＆スタンプ

ラリーを催し、たくさんの方々にご来場いただきました。

また、６月２日から４週にわたり４大学持ち回り形式

によるシリーズ公開講座を実施し、本学においては６月

９日に３学部教員によるリレー講座「健康を考える」を

開催しました。参加者は、「腰痛・肩こり」や「子育て

支援」「サプリメント・健康食品」をテーマとした各講座

に真剣に聞き入っておられました。

いずれのイベントも、新しい学園都市の始動を記念す

る催しとして、盛況に終えることができました。ご来場

いただきました皆様には、改めて厚く御礼を申し上げま

す。 （入試・就職グループ）

大八木 敦史氏記念講演

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス

開学初年度のオープンキャンパスは、７月１５日、８月

１１日、８月１２日、９月２日と計４回にわたって開催しま

した。

第１回（７月１５日）は「兵庫医療大学で何が学べるか」

をテーマに、大学概要＆入試概要説明ガイダンスおよび

各学部概要説明を中心に、兵庫医療大学がどういう大学

なのか、本学で何が学べるのかを知って頂き、第２・３

回（８月１１・１２日）では「兵庫医療大学で学べることを

体験してみよう�」をテーマに、各学部ミニ講義＆体験
実習によって、各学部の教育内容を受験生・高校生の方

に実際に体験して頂きました。

さらに第４回（９月２日）は、「チーム医療を体験し

てみよう！」をテーマに全４回のオープンキャンパスの

締めくくりとして、本学の教育テーマである「チーム医

療」について、簡単なゲームを通じて体感して頂こう、

というコンセプトで企画しました。志望学部を問わず、

数名のチームを組んでゲームに参加いただくという、通

常のオープンキャンパスとは異なる趣向の企画でしたが、

参加者には大変好評でした。

いずれも好天に恵まれ、延べおよそ２，２００名の方々に

ご来場いただき、盛況に終えることができました。

（入試・就職グループ）

リハビリテーション学部体験実習「車いすや装具を体験してみよう」

職業紹介ブースでの相談会

看護学部体験実習「赤ちゃん人形を抱いてみよう」
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ホームカミングディ
５月２６日、６月２日に本校卒業の新人看護職員を対象

に、早期離職防止対策として、ホームカミングディを開

催いたしました。今年初めての試みでしたが、参加者か

らは好評で、また開催してほしいという希望が寄せられ

ました。看護師等、医療従事者は、常に緊張感をしいら

れるストレスの多い職業ですので、引き続き、暖かい眼

で見守っていきたいと思います。皆様の更なるご支援を

お願い申しあげます。

（看護専門学校事務室）

役員・評議員の異動

理 事
就 任
�岡 道雄 理事（平成１９年６月１日付）

�岡理事は、昭和２４年生まれ、４７年
３月神戸大学工学部計測工学科卒業、
５０年３月神戸大学大学院修了、５７年３
月徳島大学医学部医学科卒業、５８年４
月兵庫県庁入庁、６１年４月兵庫県社保
健所健康課長、６２年４月兵庫県保健環

境部地域保健課結核感染症係長、６３年４月兵庫県保健環
境部地域保健課長補佐兼成人保健係長、平成元年４月兵
庫県社保健所長、３年７月兵庫県加西保健所長兼務、５
年４月兵庫県保健環境部健康課長、８年４月兵庫県保健
部医務課長、１０年４月兵庫県和田山保健所長兼但馬長寿
の郷参事、１３年４月兵庫県加古川健康福祉事務所長、１６
年４月兵庫県健康生活部参事（尼崎市派遣）、１９年４月
兵庫県健康生活部健康局長

再 任
山村 武平 理事（平成１９年６月１日付）
森田 泰夫 理事（平成１９年６月１日付）

辞 任
細川 裕平 理事（平成１９年５月３１日付）

評 議 員
就 任
後藤 章暢 評議員（平成１９年６月１日付）

後藤評議員は、昭和３５年生まれ、６２
年３月産業医科大学医学部医学科卒業、
平成４年３月神戸大学大学院医学研究
科博士課程修了、昭和６２年６月神戸大
学医学部附属病院臨床研修医泌尿器科、
平成４年４月国立神戸病院泌尿器科レ

ジデント、平成６年７月アメリカテキサス大学MDアン
ダーソン癌センターフェロー、平成７年７月アメリカヴ

ァージニア大学ヘルスサイエンスセンターフェロー、８
年７月神戸大学医学部助手泌尿器科、１２年１月神戸大学
医学部附属病院泌尿器科外来医長、１３年１１月神戸大学医
学部国際交流センター助教授、１４年１月神戸大学医学部
遺伝子診療部副部長兼任、１４年５月韓国高麗大学医学部
臨床教授兼任、１５年１２月昭和大学医学部兼任講師兼任、
１７年１１月独立行政法人中小企業基盤整備機構・神戸医療
機器開発センター長兼任、１８年１月兵庫医科大学先端医
学研究所 研究所教授、１８年１月国立大学法人神戸大学
連携創造本部客員教授、１８年３月先端医療振興財団クラ
スター推進センター医工連携ディレクター兼任。１９年５
月舞鶴地域医療あり方検討委員会委員長、１９年８月兵庫
医科大学経営企画室副室長兼任。

山中 若樹 評議員（平成１９年６月１日付）
山中評議員は、昭和２４年生まれ、５０

年３月信州大学医学部医学科卒業、６０
年９月医学博士、５０年５月兵庫医科大
学第一外科臨床研修医、５２年６月兵庫
医科大学第一外科医員、５２年１０月明和
病院外科医員、５４年１月兵庫医科大学

第一外科医員、５４年４月兵庫医科大学第一外科助手、５８
年６月アメリカ合衆国カリフォルニア大学研究員、５９年
６月アメリカ合衆国ミネソタ大学研究員、６３年２月兵庫
医科大学第一外科学内講師、６４年１月兵庫医科大学第一
外科講師、平成６年１１月兵庫医科大学第一外科助教授、
１３年３月医療法人明和病院外科部長、１３年５月医療法人
明和病院副院長兼外科部長、１７年５月医療法人明和病院
理事長兼院長。

今井 雅尚 評議員（平成１９年６月１日付）
今井評議員は、昭和３０年生まれ、５６

年３月神戸大学医学部医学科卒業、６３
年３月神戸大学大学院修了、６３年９月
兵庫県立こども病院診療部心臓血管外
科医長、平成８年６月兵庫県立柏原病
院診療部外科医長、１１年４月兵庫県健

康福祉部健康増進課室長、１２年４月兵庫県県民生活部健

・附属看護専門学校TOPICS・

・法人TOPICS・
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康福祉局医療課室長、１６年４月兵庫県健康生活部参事、
１８年４月兵庫県明石健康福祉事務所長、１９年４月兵庫県
健康生活部参事兼健康局医務課長。

辞 任
岡村 春樹 評議員（平成１９年５月３１日付）
山本 嘉彦 評議員（平成１９年５月３１日付）

退 任
森 俊雄 評議員（平成１９年５月３１日付）

名 誉 教 授 の 称 号 授 与
平成１９年４月１日付で、名誉教授の称号が授与されました。

中尾 宣夫 教授（放射線医学）

（平成１９年３月３１日 定年退職）

山村 武平 教授（外科学第２）

（平成１９年３月３１日 定年退職）

人 事 異 動

１．兵庫医科大学・兵庫医科大学病院
〔西宮キャンパス〕

〔昇 任〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．６．１ 小 瀧 慶 長 講師〔内科学 腎・透析科〕

１９．７．１ 小 谷 穣 治 准教授〔救命救急センター〕

〃 森 鑑 二 講師〔脳神経外科学〕

１９．７．１６ 狩 谷 伸 享 講師〔麻酔科学〕

１９．８．１ 和 泉 雅 章 准教授〔内科学 腎・透析科〕

〃 豊 岡 眞 理 副主任コーディネーター〔治験センター〕

〃 岩 佐 一 史
学務部教務学生課長
医学教育センター兼務

〃 三 浦 光 太 郎 学務部視聴覚教育センター事務室課長補佐

〃 村 上 央 展 学務部入試課長補佐

〃 太 田 武 彦 経営企画室経営企画課長補佐

〃 谷 和 彦 総務部人事課人事係長

〃 土 井 恵 美 財務部経理課経理係長

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 岡 田 成 弘 財務部経理課財務係長

〃 足 立 伸 行 学務部研究技術第１課係長（共同利用研究施設担当）

〃 中 安 岳 病院事務部管理課庶務係長

〃 坂 口 貴 志 病院事務部医療情報課医療情報係長

〃 後 藤 浩 病院事務部病歴課病歴係長

〃 南 部 拓 也 広報室広報課主任

〃 藤 原 美 帆 総務部人事課主任

〃 川 上 健 太 総務部人事課主任

〃 村 上 哲 夫 学務部教務学生課主任

〃 宮 � 祐 佳 学務部教務学生課主任

〃 中 野 裕 子 学務部図書課主任

〃 幸 田 雅 美 病院事務部医事課主任

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．４．１ 佐 野 統
教授〔内科学 リウマチ・膠原病科〕

治験センター長兼任

〃 門 林 宗 男
薬剤部長

治験センター副センター長兼任

〃 和 田 恭 直
主任技師〔臨床検査部〕

感染制御部兼務

１９．４．１６ 奥 谷 朋 子 総務部総務課主任

〃 川 上 吉 美 技術員〔治験センター〕

１９．４．２３ 伊 田 ひ と み 病院事務部管理課主任

１９．５．１ 岡 田 敏 弘
助教〔外科学〕

第一外科外来医長兼任

〃 齊 藤 慎 一
助教〔外科学〕

第一外科病棟医長兼任

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．５．１ 幸 田 雅 美 事務員〔病院事務部医事課〕

１９．５．１６ 戸 祭 正 喜
助教〔整形外科学〕

整形外科外来医長兼任

〃 橘 俊 哉
助教〔整形外科学〕

整形外科病棟医長兼任

〃 中 村 光 子 事務員〔篠山病院事務部医事課〕

１９．６．１ 福 田 能 啓
臨床教授〔臨床栄養部〕

総合診療部兼務

〃 肥 塚 浩 昌
助教〔臨床栄養部〕

総合診療部兼務

〃 武 信 尚 史
助教〔産科婦人科学〕

産科婦人科病棟医長兼任

兼任等の解除は下記に載せておりません。
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〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．６．１６ 上 田 敬 博
助教〔救命救急センター〕

救命救急センター病棟医長兼任

１９．７．１ 池 亀 和 博
講師〔内科学 血液内科〕

講師（先端医学研究所細胞移植部門）兼任

〃 玉 置 広 哉
講師〔内科学 血液内科〕

講師（先端医学研究所細胞移植部門）兼任

〃 田 村 邦 宣
助教〔内科学 呼吸器・RCU科〕

内科 呼吸器・RCU科病棟医長兼任

〃 一 瀬 理 加 看護主任〔ペインクリニック部〕

〃 中 野 孝 司
教授〔内科学 呼吸器・RCU科〕

がんセンター長兼任

１９．７．１６ 正 井 美 帆
助教〔内科学 冠疾患科〕

救命救急センター兼務

〃 鳥 巣 佳 子 助教〔医療社会福祉部〕

１９．８．１ 佐 古 田 剛
准教授〔内科学 冠疾患科〕

内科 冠疾患科診療副部長兼任

〃 上 紺 屋 憲 彦
准教授〔放射線医学〕

放射線科診療副部長兼任

〃 久 保 山 一 敏
講師〔救命救急センター〕

救命救急センター副部長兼任

〃 岩 佐 義 久
総務部次長

総務部総務課長兼任

〃 幸 田 章 義
学務部次長

学務部入試課長兼任

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 甲 斐 義 啓
病院事務部次長（医事担当）

経営企画室次長兼任

〃 高 城 一 彦
広報室広報課長

人材対策室兼務

〃 井 出 唯 敬
神戸キャンパスオフィス図書館・
情報グループマネージャー

〃 松 嶋 正 紀
総務部参事

株式会社エイチ・アイ出向

〃 河 村 康 彦
学務部学務課長

学務部知的財産統括室課長兼任

〃 秋 山 治 病院事務部病歴課長

〃 内 藤 泰 病院事務部医事課長

１９．８．１ 入 江 猛 経営企画室経営企画課長補佐

〃 小 寺 斉 人
総務部主事

株式会社エイチ・アイ出向

〃 堀 井 健 司 病院事務部医療情報課情報分析係長

〃 宮 内 勝 子 学務部入試課係長

〃 中 島 貴 子 財務部経理課主任

〃 山 � 邦 弘 学務部入試課主任

〃 大 西 幸 子 事務員〔兵庫医科大学附属看護専門学校事務室〕

〃 西 尾 健 太 郎 事務員〔学務部入試課〕

〃 村 上 裕 一 事務員〔病院事務部医療情報課〕

〃 福 山 昭 子 事務員〔広報室広報課〕

〃 田 代 敬 一 事務員（嘱）〔病院事務部〕

〔委 嘱（学内講師）〕

発令日 氏 名 現職名〔所属〕／委嘱職名

１９．５．１ 根 来 篤 助教〔耳鼻咽喉科学〕／学内講師

発令日 氏 名 現職名〔所属〕／委嘱職名

１９．７．１ 松 平 宗 典 助教〔救命救急センター〕／学内講師

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．４．１６ 森 本 梨 紗 実験補助（嘱）〔内科学（呼吸器・RCU科）〕

１９．５．１ 坂 井 良 行 病院助手〔内科（肝・胆・膵科）〕

〃 大 橋 浩 一 郎 病院助手〔第一外科〕

〃 中 村 裕 子 病院助手〔内科（糖尿病科）〕

〃 橋 本 学 レジデント〔内科（上部消化管科）〕

〃 中 山 奨 レジデント〔皮膚科〕

〃 平 田 真 由 美 看護師〔看護部（９階西病棟）〕

〃 岡 部 真 理 看護師〔看護部（ICU）〕

〃 田 中 佐 智 子 実験補助（嘱）〔外科学〕

１９．５．１６ 樽 谷 勝 仁
講師〔皮膚科学〕

皮膚科医局長兼任

〃 蔵 下 舞 歯科衛生士〔歯科口腔外科〕

〃 廣 野 博 美 看護補助（準）〔看護部（１１階東病棟）〕

〃 山 内 ひ で 子 看護補助（準）〔看護部（中央手術部）〕

〃 湯 川 俊 一 用務員（臨）〔病院事務部管理課〕

１９．６．１ 長 尾 佳 奈 助教△〔麻酔科学〕

〃 上 田 敬 博 助教△〔救命救急センター〕

〃 東 直 人 病院助手〔内科 リウマチ・膠原病科〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．１ 小 熊 孝 病院助手〔形成外科〕

〃 片 山 茂 明 レジデント〔眼科〕

〃 山 田 智 美 看護師〔看護部（８階東病棟）〕

〃 丁 村 礼 美 看護師〔看護部（８－１病棟）〕

〃 保 倉 信 子 看護補助（準）〔看護部(CCU)〕

〃 井 之 上 智 子 看護補助（準）〔看護部（９階西病棟）〕

〃 渡 邊 奈 津 子 実験補助（嘱）〔内科学 内分泌・代謝科〕

〃 山 田 裕 子 実験補助（嘱）〔内科学 肝・胆・膵科〕

〃 森 脇 輝 子 実験補助（嘱）〔外科学〕

１９．６．１６ 落 合 瞳 薬剤師○〔薬剤部〕

〃 都 田 ひ か り 看護師〔看護部（１０－９病棟）〕

〃 小 池 麻 似 子 実験補助（嘱）〔整形外科学〕

１９．７．１ 笹 子 三 津 留 特命教授

〃 林 英 明 講師〔麻酔科学〕

〃 江 角 章 臨床講師〔内科学 循環器内科〕

〃 北 島 俊 一 研究所講師〔先端医学研究所細胞・遺伝子部門〕

〃 吉 田 康 彦 助教△〔外科学〕

〃 狩 谷 伸 享 助教〔麻酔科学〕

兼任等の解除は下記に載せておりません。
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△は病院助手から助教に採用された者を示す。
○は嘱託職員から職員に、▲は準職員から嘱託職員に採用された者を示す。

２．附属看護専門学校

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．４．３ 井 戸 洋 子 看護補助（準）〔看護部（中央手術部）〕

１９．４．３０ 南 祥 一 郎 講師〔皮膚科学〕

〃 児 島 正 道 助教〔外科学〕

〃 金 田 由 美 助教〔小児科学〕

〃 石 川 哲 也 病院助手〔内科 糖尿病科〕

〃 � 嶋 智 之 病院助手〔内科 肝・胆・膵科〕

〃 城 大 介 病院助手〔外科〕

〃 中 野 裕 子 看護師〔看護部（１０－５病棟）〕

〃 米 岡 淑 子 看護補助（準）〔看護部（中央手術部）〕

〃 藤 原 由 美 看護師（嘱）〔看護部（泌尿器科外来）〕

〃 平 原 志 乃 実験補助（嘱）〔内科学 上部消化管科〕

１９．５．１０ 瀬 尾 菜 奈 枝 看護師〔看護部（１０－８病棟）〕

１９．５．１１ 上 西 寛 子 事務員（嘱）〔病院事務部医事課〕

１９．５．１３ 新 實 真 紀 看護師〔看護部（８階西病棟）〕

１９．５．１５ 富 永 美 智 子 看護補助（準）〔看護部（９階西病棟）〕

〃 岸 恒 成 用務員（臨）〔病院事務部管理課〕

１９．５．２０ 柳 生 雅 代 看護師〔看護部（６階西病棟）〕

１９．５．２４ 湯 口 久 美 子 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

１９．５．３１ 森 本 真 史 助教〔内科学 循環器内科〕

〃 山 口 幸 洋 薬剤師〔薬剤部〕

〃 野 口 亜 澄 看護師〔看護部（１０－９病棟）〕

１９．６．１０ 村 田 絵 里 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

〃 外 川 聖 菜 看護師〔看護部（１０－８病棟）〕

１９．６．１２ 豊 永 輝 美 看護師〔看護部（１０－７病棟）〕

１９．６．１５ 上 田 郁 奈 代 事務員〔病院事務部病歴課〕

１９．６．３０ 中 川 由 美 助教〔小児科学〕

〃 孫 学 炳 助教〔外科学〕

〃 中 條 浩 介 助教〔麻酔科学〕

〃 夏 見 淑 子 助教〔歯科口腔外科学〕

〃 矢 田 幸 子 病院助手〔麻酔科〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．３０ 奥 井 森 病院助手〔歯科口腔外科〕

〃 西 澤 梨 乃 看護師〔看護部（６階東病棟）〕

〃 明 賀 宣 佳 看護師〔看護部（６階西病棟）〕

〃 藤 木 美 保 看護師〔看護部（７階西病棟）〕

〃 久 米 美 由 紀 看護師〔看護部（９階東病棟）〕

〃 保 由 利 香 看護師〔看護部（９階西病棟）〕

〃 立 石 和 代 看護師〔看護部（１１階東病棟）〕

〃 岩 永 理 江 看護師〔看護部（１１階東病棟）〕

〃 能 村 か お り 看護師〔看護部（１１階西病棟）〕

〃 藤 本 有 希 看護師〔看護部（１１階西病棟）〕

〃 枚 田 英 子 看護師〔看護部（１１階西病棟）〕

〃 村 木 健 輔 看護師〔看護部（８－１病棟）〕

〃 幸 本 順 子 看護師〔看護部（１０－８病棟）〕

〃 滝 脇 め ぐ み 看護師〔看護部（産科婦人科外来）〕

〃 赤 銅 惠 看護師〔看護部（眼科外来）〕

〃 渡 邊 舞 看護師〔看護部（中央手術部）〕

〃 上 甲 さ く ら 看護師〔看護部（ICU）〕

〃 紀 之 定 静 子 看護補助（準）〔看護部（耳鼻咽喉科外来）〕

〃 保 倉 信 子 看護補助（準）〔看護部（CCU）〕

〃 宮 井 惠 子 看護補助（嘱）〔看護部（内視鏡センター）〕

〃 池 本 万 里 子 実験補助（嘱）〔生理学第１〕

〃 中 本 理 恵 実験補助（嘱）〔内科学 肝・胆・膵科〕

〃 中 造 真 衣 子 実験補助（嘱）〔内科学 内分泌・代謝科〕

〃 志 伊 理 絵 実験補助（嘱）〔内科学 上部消化管科〕

１９．７．１５ 廣 野 博 美 看護補助（準）〔看護部（１１階東病棟）〕

１９．７．２５ 岡 誉 子 事務員〔病院事務部医事課〕

１９．７．３１ 切 田 学 講師〔救命救急センター〕

〃 宮 田 茂 助教〔内科学 呼吸器・RCU科〕

〃 中 村 未 希 看護師〔看護部（１０－４病棟）〕

〃 田 村 弥 生 看護師〔看護部（中央手術部）〕

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．７．１ 中 野 範 助教〔麻酔科学〕

〃 森 寺 邦 康 助教〔歯科口腔外科学〕

〃 海 老 名 俊 亮 病院助手〔小児科〕

〃 佐 竹 真 病院助手〔外科〕

〃 渡 辺 佳 菜 子 病院助手〔麻酔科〕

〃 阿 部 徹 也 病院助手〔歯科口腔外科〕

〃 本 田 耕 一 郎 事務員〔病院事務部病歴課〕

〃 村 上 和 子 看護補助（準）〔看護部（６階東病棟）〕

〃 吉 川 晴 美 看護補助（準）〔看護部（８階西病棟）〕

〃 高 橋 都 子 看護補助（準）〔看護部（内視鏡センター）〕

〃 赤 根 川 恭 子 実験補助（嘱）〔内科学 上部消化管科〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．７．１ 山 下 晶 子 薬剤師（嘱）〔薬剤部〕

１９．７．１６ 中 村 理 香 看護師〔看護部（１０－７病棟）〕

〃 金 井 和 美 看護補助（準）〔看護部（１１階西病棟）〕

〃 里 村 智 美 看護補助（準）〔看護部（内視鏡センター）〕

〃 神 谷 紀 子 実験補助（嘱）〔内科学 上部消化管科〕

１９．８．１ 浦 尚 美 看護師○〔看護部（１０－８病棟）〕

〃 齊 野 敬 子 事務員（嘱）▲〔看護部（１０階東病棟）〕

〃 伊 藤 真 理 実験補助（嘱）〔生理学第１〕

〃 山 長 洋 子 実験補助（嘱）〔呼吸器外科学〕

〃 牧 寛 子 学生相談員（嘱）〔学務部教務学生課〕

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 由 良 純 子 事務員〔病院事務部管理課〕

学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９０（１１月発行）

―２２―



〔篠山キャンパス〕
１．篠山病院

〔神戸キャンパス〕
兵庫医療大学

２．ささやま老人保健施設

職員の懲戒について

卒後臨床研修期間中の違法アルバイトの件について、本年８月に臨床研修医（当時）、所属科の診療部長、卒後臨床研修センタ

ー長及び病院長に対する処分を行ないました。

〔昇 任〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 小 林 雄 一 郎 篠山病院事務部会計課長補佐

〃 和 田 庄 司 篠山病院事務部庶務課庶務係長

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ � � 徹 篠山病院事務部医事課主任

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．７．１ 山 下 妙 子
副主任技師〔医療技術部（医療技術部門）リハビリテーション室〕

兵庫医科大学ささやま老人保健施設兼務

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．７．１ 近 藤 亜 寿 沙
作業療法士〔医療技術部（医療技術部門）リハビリテーション室〕

兵庫医科大学ささやま老人保健施設兼務

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．４．１６ 石 野 真 輔 助教〔兵庫医科大学篠山病院〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．８．１ 森 田 和 夫 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課第５病棟〕

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．３０ 小 坂 洋 子 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課中央部門〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．３０ 松 田 祐 一 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課第５病棟〕

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．７．１ 荒 木 禎 暁 介護員（嘱）〔療養室〕

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．３０ 山 河 美 紀 看護師〔療養室〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．６．３０ 森 崎 理 恵 介護福祉士〔療養室〕

〔昇 任〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 宿 院 輝 久
事務員（係長級）（神戸キャンパスオフィス 教育・学生支援グループ）

教育・学生支援グループリーダー

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 永 田 悟 士 事務員（主任級）（神戸キャンパスオフィス 図書館・情報グループ）

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．６．１
ポ―ル・ダグラス・
アンドリュー

教授〔リハビリテーション学部 理学療法学科〕

リハビリテーション学部理学療法学科長兼任

〃 山 田 大 豪
教授〔リハビリテーション学部 作業療法学科〕

リハビリテーション学部作業療法学科長兼任

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．８．１ 佐々木 周一 経営企画室次長

〃 菊 地 良 平 神戸キャンパスオフィスゼネラルマネージャー（嘱）

〃 中 村 高 志 神戸キャンパスオフィス入試・就職グループマネージャー

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．７．１ 菊 地 良 平 事務局長付（嘱）〔神戸キャンパスオフィス〕

兼任等の解除は下記に載せておりません。
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平成１９年度事業計画の進捗状況報告と収支予算

（第１四半期終了時点現在）

兵庫医科大学では独立行政法人 工業所有権・情報研修館の「大学における知的財産管理体制の構築支援事業」に採

択され、４月からアドバイザーの派遣を得て、知的財産管理体制の構築にとりかかりました。また、学生募集広報では

５月から高校訪問活動を行い、全国の相談会にも参加し、大学の理解を深めるよう活動を行いました。教育機能の強化

の一環としてカリキュラム再編を行い、第５年次の臨床実習を内科・外科をコア科としてクリニカルクラークシップ実

習を開始、また７月には第２年次にエスコート実習を実施するなど確実に諸施策を実施しています。病院では４月から

１号館１３階病棟を休棟し、病床運営を開始しました。当初は在院患者数が目標に達しなかった時期もありましたが、６

月から目標数を超え、安定した運営に向かっています。また、腫瘍センターを「がんセンター」と名称変更し、がん登

録の準備など秋の稼動に向けて進行中です。兵庫医療大学は、４月に開学し、順調に滑り出しています。入試広報関連

では２０年度入試の概要を公表し、学生募集活動が本格的にスタートしました。５月１２日には兵庫医療大学開学記念式典

を実施し、また、ポートアイランド４大学開学記念イベントを５月２６日に実施するなど、兵庫医療大学の理念を訪問者

とともに体感することができました。篠山病院は一般病棟入院患者数の増加及び療養病棟入院患者数の安定した確保に

向け、地域の医療機関との調整を行いながら取り組んでいます。ささやま老人保健施設は長期入所者・短期入所者の安

定した確保と通所リハビリ・予防リハビリ利用者の安定した確保に向けて鋭意取り組んでいます。法人では経営企画

室・広報室を設置しました。５月２１日の常務会では、常勤理事の業務担当を明確にするとともに、常務会規程を一部改

正しました。

消費収支予算
（単位：百万円）

収 入 の 部 支 出 の 部
科 目 平成１９年度予算額 平成１８年度予算額 増減 科 目 平成１９年度予算額 平成１８年度予算額 増減 帰属収入比率

学生納付金 ４，６３９ ３，８５２ ７８７ 人件費 １６，６５３ １５，９０３ ７５０ ４１．２％
手数料 ２１２ １８３ ２９ 教育研究経費 ３，６２０ ２，５３９ １，０８１ ８．９％
寄付金 １，４８０ １，５２６ △ ４６ 医療経費 １７，８３２ １７，１５５ ６７７ ４４．１％
補助金 １，９２０ １，９０８ １２ 管理経費 １，９２９ ２，２８９ △ ３６０ ４．８％
資産運用収入 １８８ １５９ ２９ 借入金等利息 ８１ ８８ △ ７ ０．２％
事業収入 ７４７ ５６９ １７８ 資産処分差額 ８２ ２０ ６２ ０．２％
医療収入 ３０，６６５ ２９，９６６ ６９９ 徴収不能額 ７ ２３ △ １６ ０．０％
雑収入 ５９９ ６６７ △ ６８ 予備費 １００ １００ ０ ０．２％

帰属収入 合計 ４０，４５４ ３８，８３３ １，６２１
基本金組入額 △３，５７７ △１１，０７９ ７，５０２

消費収入の部 合計 ３６，８７７ ２７，７５３ ９，１２４ 消費支出の部 合計 ４０，３０６ ３８，１１８ ２，１８８
当年度消費支出超過額 △３，４２９ △１０，３６５ ６，９３６

※ 収支予算書の数字を百万円以下で切捨てて表示

資金収支予算 （単位：百万円）
収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 平成１９年度予算額 平成１８年度予算額 増減 科 目 平成１９年度予算額 平成１８年度予算額 増減
学生納付金収入 ４，６３９ ３，８５２ ７８７ 人件費支出 １６，６５６ １５，８８０ ７７６
手数料収入 ２１２ １８３ ２９ 教育研究経費支出 ２，４３３ １，６７２ ７６１
寄付金収入 １，４８０ １，５２６ △ ４６ 医療経費支出 １５，８２５ １５，２９４ ５３１
補助金収入 １，９２０ １，９０８ １２ 管理経費支出 １，８６０ ２，１６８ △ ３０８
資産運用収入 １８８ １５９ ２９ 借入金等利息支出 ８１ ８８ △ ７
資産売却収入 ２，０００ ３，９００ △１，９００ 借入金等返済支出 １，４９６ ６１２ ８８４
事業収入 ７４７ ５６９ １７８ 施設関係支出 ９９５ ８，０２６ △７，０３１
医療収入 ３０，６６５ ２９，９６６ ６９９ 設備関係支出 １，７２９ ２，７６６ △１，０３７
雑収入 ５９９ ６６７ △ ６８ 資産運用支出 １，５００ ３，０００ △１，５００
借入金収入 ０ ０ ０ その他の支出 ５，４３２ ３，１０１ ２，３３１
前受金収入 １，３５１ ６７１ ６８０ 予備費 １００ １００ ０
その他の収入 ５，７５８ ３，７５６ ２，００２
資金収入調整勘定 △６，６７３ △５，７４７ △ ９２６ 資金支出調整勘定 △５，０４０ △４，４９９ △ ５４１
前年度繰越支払資金 ４，５８９ １０，５２４ △５，９３５ 次年度繰越支払資金 ４，４１０ ３，７２４ ６８６

収入の部 合計 ４７，４８０ ５１，９３８ △４，４５８ 支出の部 合計 ４７，４８０ ５１，９３８ △４，４５８
※収支予算書の数字を百万円以下で切捨てて表示
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帰属収入の部 

医療収入 
77.2%

寄付金 
3.8%

補助金 
4.7%

学生納付金 
10.0%

事業収入 
1.9%

その他 
2.4%

消費支出の部 

人件費 
41.3%

教育研究 
経費 
7.0%

医療経費 
46.0%

管理経費 
5.4%

その 他 
0.4%

消費収入の部 消費支出の部

科目 金額 比率（％） 科目 金額 比率（％）

学生納付金 ３，８５６，９３５ １０．０％ 人件費 １６，０９３，９７８ ４１．３％

寄付金 １，４８２，９２３ ３．８％ 教育研究経費 ２，７１１，９５７ ７．０％

補助金 １，８１９，３５５ ４．７％ 医療経費 １７，９２４，３８９ ４６．０％

事業収入 ７５１，００６ １．９％ 管理経費 ２，１０５，８５５ ５．４％

医療収入 ２９，８１８，８２１ ７７．２％ その他 １７１，１７８ ０．４％

その他 ９０８，６１０ ２．４％

帰属収入合計 ３８，６３７，６５０ １００．０％ 消費支出の部合計 ３９，００７，３５７ １００．０％

基本金組入額合計 △７，９５７，１７５ 帰属収支差額 △ ３６９，７０７

消費収入の部合計 ３０，６８０，４７５ 当年度消費収支差額 △８，３２６，８８２

平成１８年度収支決算

１． はじめに

平成１８年度は、兵庫医療大学設置認可申請年度であり、１７年度に引き続き同大学の施設設備面への多額の投資を行っ

た年で、経費面でも相応の支出がありました。

一方で、病院部門では、平成１８年４月には過去最大の下げ幅となる診療報酬・介護報酬改定が行われ（診療報酬本体

１．３６％，薬価・材料価格１．８０％，計３．１６％、介護報酬は１７年１０月及び１８年４月の２回で２．４０％）、機能分化への対応が

ますます求められるようになりました。

２． 消費収支計算書（表１・２及びグラフ１）

平成１８年度は、学生納付金収入については、医学部において学則改正による教育充実費の６年分割負担制度導入によ

り３．６億円の減少となりました。医療収入は、診療報酬マイナス改定がありましたが、本院について外来部門を中心に

延患者数が増加、一方、入院部門では平均在院日数の短縮などで、本院、篠山病院、ささやま老人保健施設合わせて１０

億円の増収でした。

支出面では、教職員の採用大幅増による人件費増、薬品費を中心とする医療経費の大幅増加があり、また、経理規則

改正で固定資産の耐用年数を見直す等したため、減価償却額が１７年度に比して３．６億円増加し、学校法人の負債となら

ない収入である帰属収入から消費支出を差し引いた帰属収支差額はマイナス３．７億円でした。

表１ 平成１８年度消費収支計算書
（単位：千円）

グラフ１

平成１８年度決算構成比率
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表２ 消 費 収 支 計 算 書

平成１８年４月１日から

平成１９年３月３１日まで

（単位：円）

３． 資金収支計算書（表３）

資金収支計算書について、前年度より繰り越した資金（現金預金）が１０５億円ありましたが、次年度への繰越資金は

設備投資のため５９億円減少し、４６億円となりました。

消費収入の部

科 目 予 算 決 算 差 異

学 生 生 徒 等 納 付 金 ３，８５２，１５０，０００ ３，８５６，９３５，０００ △ ４，７８５，０００

手 数 料 １８３，２３５，０００ ２０７，４１３，５００ △ ２４，１７８，５００

寄 付 金 １，５２６，９５６，０００ １，４８２，９２３，５０７ ４４，０３２，４９３

補 助 金 １，９０８，３８９，０００ １，８１９，３５４，８１５ ８９，０３４，１８５

資 産 運 用 収 入 １５９，２５４，０００ ２５２，０６６，５５３ △ ９２，８１２，５５３

事 業 収 入 ３０，５３５，７９１，０００ ３０，５６９，８２６，３３８ △ ３４，０３５，３３８

事 業 収 入 ５６９，２６３，０００ ７５１，００５，６０３ △ １８１，７４２，６０３

医 療 収 入 ２９，９６６，５２８，０００ ２９，８１８，８２０，７３５ １４７，７０７，２６５

雑 収 入 ６６７，６４１，０００ ４４９，１３０，３６６ ２１８，５１０，６３４

帰 属 収 入 合 計 ３８，８３３，４１６，０００ ３８，６３７，６５０，０７９ １９５，７６５，９２１

基 本 金 組 入 額 合 計 △ １１，０７９，６９７，０００ △ ７，９５７，１７４，７４９ △ ３，１２２，５２２，２５１

消 費 収 入 の 部 合 計 ２７，７５３，７１９，０００ ３０，６８０，４７５，３３０ △ ２，９２６，７５６，３３０

消費支出の部

科 目 予 算 決 算 差 異

人 件 費 １５，９０３，１４０，０００ １６，０９３，９７７，７９１ △ １９０，８３７，７９１

教 職 員 等 人 件 費 １５，２６２，４７３，０００ １５，４８６，７４８，３５１ △ ２２４，２７５，３５１

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 ５５９，１０１，０００ ５４４，２８１，７４０ １４，８１９，２６０

退 職 金 ８１，５６６，０００ ６２，９４７，７００ １８，６１８，３００

教 育 研 究 経 費 ２，５３９，８１１，０００ ２，７１１，９５７，４７０ △ １７２，１４６，４７０

医 療 経 費 １７，１５５，４６１，０００ １７，９２４，３８８，６５７ △ ７６８，９２７，６５７

管 理 経 費 ２，２８９，０２１，０００ ２，１０５，８５５，５２３ １８３，１６５，４７７

借 入 金 等 利 息 ８８，３７８，０００ ８９，４２７，７３２ △ １，０４９，７３２

資 産 処 分 差 額 ２０，０００，０００ ５８，４４２，５３２ △ ３８，４４２，５３２

徴 収 不 能 引 当 金 繰 入 額 ０ １８，０９３，８９９ △ １８，０９３，８９９

徴 収 不 能 額 ２３，１４０，０００ ５，２１３，８２４ １７，９２６，１７６

［ 予 備 費 ］ １００，０００，０００ １００，０００，０００

消 費 支 出 の 部 合 計 ３８，１１８，９５１，０００ ３９，００７，３５７，４２８ △ ８８８，４０６，４２８

当 年 度 消 費 収 支 差 額 △ １０，３６５，２３２，０００ △ ８，３２６，８８２，０９８

前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 ２３，３７１，３８５，４４２ ２３，３７１，３８５，４４２

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額 ３３，７３６，６１７，４４２ ３１，６９８，２６７，５４０
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表３ 資 金 収 支 計 算 書

平成１８年４月１日から

平成１９年３月３１日まで

（単位：円）

４． 貸借対照表（表４）

資産のうち有形固定資産は、兵庫医療大学の建物・構築物関係支出で６３億円設備投資をしましたので、１７年度末の支

出と合わせて７０億円が建物関係の増加額です。また、同大学の教育上不可欠なものである教具・校具・備品等も固定資

産として扱うものについては増加要因です。資産のストックをあらわすのが貸借対照表ですので、土地、図書を除く資

産について減価償却後の正味資産価値（価額）で表しています。流動資産は、３．に記述のとおり現金預金が５９億円の減

少、有価証券（短期）も１３億円減少しました。

負債のうち固定負債は、学債を含む長期借入金の返済を進めていることにより、前年に比して１２億円の減少となって

います。流動負債は「その他」に入っている薬品費等の未払金の大幅増により４１億円の増加で８３億円となりました。

基本金は、当年度基本金組入額は８０億円で、基本金の部合計額は、８０８億円となりました。

収入の部

科 目 予 算 決 算 差 異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 ３，８５２，１５０，０００ ３，８５６，９３５，０００ △ ４，７８５，０００

手 数 料 収 入 １８３，２３５，０００ ２０７，４１３，５００ △ ２４，１７８，５００

寄 付 金 収 入 １，５２６，９５６，０００ １，４１２，７６９，６３８ １１４，１８６，３６２

補 助 金 収 入 １，９０８，３８９，０００ １，８１９，３５４，８１５ ８９，０３４，１８５

資 産 運 用 収 入 １５９，２５４，０００ ２５２，０６６，５５３ △ ９２，８１２，５５３

資 産 売 却 収 入 ３，９００，０００，０００ ３，２７５，１８３，９９３ ６２４，８１６，００７

事 業 収 入 ３０，５３５，７９１，０００ ３０，５６９，８２６，３３８ △ ３４，０３５，３３８

事 業 収 入 ５６９，２６３，０００ ７５１，００５，６０３ △ １８１，７４２，６０３

医 療 収 入 ２９，９６６，５２８，０００ ２９，８１８，８２０，７３５ １４７，７０７，２６５

雑 収 入 ６６７，６４１，０００ ４４９，１３０，３６６ ２１８，５１０，６３４

前 受 金 収 入 ６７１，７００，０００ １，３４０，４３８，０００ △ ６６８，７３８，０００

そ の 他 の 収 入 ３，７５６，８６９，９３４ ３，０３７，９６９，０８５ ７１８，９００，８４９

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ ５，７４７，８８１，０００ △ ５，６５７，３４０，６１４ △ ９０，５４０，３８６

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 １０，５２４，２３５，０９４ １０，５２４，２３５，０９４ ０

収 入 の 部 合 計 ５１，９３８，３４０，０２８ ５１，０８７，９８１，７６８ ８５０，３５８，２６０

支出の部

科 目 予 算 決 算 差 異

人 件 費 支 出 １５，８８０，８７１，０００ １６，０００，２３９，２５１ △ １１９，３６８，２５１

教 職 員 等 人 件 費 支 出 １５，２６２，４７３，０００ １５，４８６，７４８，３５１ △ ２２４，２７５，３５１

退 職 金 支 出 ６１８，３９８，０００ ５１３，４９０，９００ １０４，９０７，１００

教 育 研 究 経 費 支 出 １，６７２，８６１，０００ １，８２０，２５７，３４１ △ １４７，３９６，３４１

医 療 経 費 支 出 １５，２９４，８６２，０００ １５，９８６，６２８，２９５ △ ６９１，７６６，２９５

管 理 経 費 支 出 ２，１６８，８５７，０００ ２，０４７，１１７，８１５ １２１，７３９，１８５

借 入 金 等 利 息 支 出 ８８，３７８，０００ ８９，４２７，７３２ △ １，０４９，７３２

借 入 金 等 返 済 支 出 ６１２，２８０，０００ ６０４，４８０，０００ ７，８００，０００

施 設 関 係 支 出 ８，０２６，００２，０００ ７，８２８，３０１，６７５ １９７，７００，３２５

設 備 関 係 支 出 ２，７６６，６２２，０００ ２，５１７，４５８，３３８ ２４９，１６３，６６２

資 産 運 用 支 出 ３，０００，０００，０００ １，９９７，６５０，２２１ １，００２，３４９，７７９

そ の 他 の 支 出 ３，１０１，６９８，７７６ ３，１２５，４２０，６７９ △ ２３，７２１，９０３

［ 予 備 費 ］ １００，０００，０００ １００，０００，０００

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ ４，４９９，０７２，６０９ △ ５，５１８，３８９，９２８ １，０１９，３１７，３１９

次 年 度 繰 越 支 払 資 金 ３，７２４，９８０，８６１ ４，５８９，３９０，３４９ △ ８６４，４０９，４８８

支 出 の 部 合 計 ５１，９３８，３４０，０２８ ５１，０８７，９８１，７６８ ８５０，３５８，２６０
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表４ 貸 借 対 照 表

平成１９年３月３１日

（単位：円）

注記 徴収不能引当金の合計額 ５３，０１６，７７２円

基本金未組入額 ７，５０５，７８６，２９８円

資 産 の 部

科 目 本年度末 前年度末 増 減

固 定 資 産 ５７，８２３，７７７，６４５ ５１，００８，６５１，７１０ ６，８１５，１２５，９３５

有 形 固 定 資 産 ５４，５４３，４８４，０７４ ４７，０７５，００７，４７０ ７，４６８，４７６，６０４

土 地 １５，４４０，１７４，６７３ １５，２４２，９３２，７４３ １９７，２４１，９３０

建 物 ・ 構 築 物 ３０，０９０，１０１，４０５ ２２，９７７，２４１，２３７ ７，１１２，８６０，１６８

教 育 研 究 用 機 器 備 品 ６，８２８，１３２，０５０ ６，６１６，４５４，４３０ ２１１，６７７，６２０

図 書 １，０３３，３９１，９０４ ９８７，４５５，５９２ ４５，９３６，３１２

建 設 仮 勘 定 ６，３００，０００ ７４３，４９２，７０５ △ ７３７，１９２，７０５

そ の 他 １，１４５，３８４，０４２ ５０７，４３０，７６３ ６３７，９５３，２７９

そ の 他 の 固 定 資 産 ３，２８０，２９３，５７１ ３，９３３，６４４，２４０ △ ６５３，３５０，６６９

教育施設設備等引当特定資産 ２，３００，０６９，６１２ ３，０００，７７９，７８０ △ ７００，７１０，１６８

退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 ４００，０１３，８８９ ４００，０１３，８８９ ０

そ の 他 ５８０，２１０，０７０ ５３２，８５０，５７１ ４７，３５９，４９９

流 動 資 産 １２，４３８，８２０，５８８ １６，７４２，１７５，３８６ △ ４，３０３，３５４，７９８

現 金 預 金 ４，５８９，３９０，３４９ １０，５２４，２３５，０９４ △ ５，９３４，８４４，７４５

有 価 証 券 ２，３９７，６２１，０７７ ３，６７５，４９７，７２６ △ １，２７７，８７６，６４９

そ の 他 ５，４５１，８０９，１６２ ２，５４２，４４２，５６６ ２，９０９，３６６，５９６

資 産 の 部 合 計 ７０，２６２，５９８，２３３ ６７，７５０，８２７，０９６ ２，５１１，７７１，１３７

負 債 の 部

科 目 本年度末 前年度末 増 減

固 定 負 債 １２，８８２，４０４，０３３ １４，１００，６５２，８７７ △ １，２１８，２４８，８４４

長 期 借 入 金 ５，８４８，５４５，０００ ６，６７５，０７５，０００ △ ８２６，５３０，０００

学 校 債 １，０９５，０００，０００ １，７６５，０００，０００ △ ６７０，０００，０００

退 職 給 与 引 当 金 ５，７５０，８５０，１８３ ５，６５７，１１１，６４３ ９３，７３８，５４０

長 期 未 払 金 １８８，００８，８５０ ３，４６６，２３４ １８４，５４２，６１６

流 動 負 債 ８，３０２，９１３，１３３ ４，２０３，１８５，８０３ ４，０９９，７２７，３３０

短 期 借 入 金 ８３４，３３０，０００ ５８５，２８０，０００ ２４９，０５０，０００

学 校 債 ６７０，０００，０００ ２７，０００，０００ ６４３，０００，０００

前 受 金 １，３４０，４３８，０００ ５７６，８１８，０００ ７６３，６２０，０００

そ の 他 ５，４５８，１４５，１３３ ３，０１４，０８７，８０３ ２，４４４，０５７，３３０

負 債 の 部 合 計 ２１，１８５，３１７，１６６ １８，３０３，８３８，６８０ ２，８８１，４７８，４８６

基本金の部

科 目 本年度末 前年度末 増 減

第１号基本金 ７８，１３７，５４８，６０７ ７０，１８０，３７３，８５８ ７，９５７，１７４，７４９

第４号基本金 ２，６３８，０００，０００ ２，６３８，０００，０００ ０

基本金の部合計 ８０，７７５，５４８，６０７ ７２，８１８，３７３，８５８ ７，９５７，１７４，７４９

消費収支差額の部

科 目 本年度末 前年度末 増 減

翌年度繰越消費支出超過額 ３１，６９８，２６７，５４０ ２３，３７１，３８５，４４２ ８，３２６，８８２，０９８

消費収支差額の部合計 △ ３１，６９８，２６７，５４０ △ ２３，３７１，３８５，４４２ △ ８，３２６，８８２，０９８

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計

７０，２６２，５９８，２３３ ６７，７５０，８２７，０９６ ２，５１１，７７１，１３７
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規程等の制定・改正

（規程等の全文は学内ネットに掲載）

自衛消防訓練＜基本訓練＞

６号館６－１病棟

６月１９日に６号館６

－１病棟にて、深夜に

火災が起こった設定で

訓練を実施しました。

職員の的確な判断、迅

速な対応と連携で素早

く安全に患者を避難誘

導できました。

９号館４・５階

８月３０日午後から、大学にて自衛消防訓練を行いました。

はじめに事前講習会として、９－１講義室にて総務課より

西宮キャンパスの自衛消防隊に関する説明を行いました。

続いて３時より、９号館４階法医学教室から昼間に火

災が発生したことを想定し、通報・初期消火・避難誘導

の消防訓練を実施しました。訓練の中でも特に重点を置

いたのが、講義室からの教員による学生の避難誘導であ

り、教職員及び学生約１００名が参加し、実際に非常階段

を利用し、最終避難場所までの避難をしました。

項 目 制定・改正の趣旨 制定・改正日

１ 兵庫医療大学情報倫理規程
兵庫医療大学に設置するネットワーク及びネットワークに接続されている
機器を利用する場合に必要な倫理事項を制定

４月１日

２ 兵庫医療大学情報ネットワーク運営規程 兵庫医療大学情報ネットワークの運営に必要な事項を制定

３ 兵庫医療大学情報ネットワーク委員会規程
兵庫医療大学情報ネットワークの整備、運営等を審議する委員会について
必要な事項を制定

４ 兵庫医療大学情報ネットワーク利用規則 兵庫医療大学情報ネットワークの利用に関する事項を制定

５ 兵庫医療大学防火・防災管理規程
兵庫医療大学における防火・防災管理の徹底を期し被害の防止・軽減を目
的として制定

６ 学校法人兵庫医科大学大学連携協議会規程 兵庫医療大学の開学に伴い主要役職者及びその役割職務が明確になったこと、
並びに担当理事の役割の明確化に伴う改正

７月１日

７ 病院規程 がんセンターの設置に伴う改正

８ 経営企画室設置規程 理事長直轄の組織として設置する経営企画室について制定

９ 兵庫医科大学科学研究費補助金取扱規程
国が定めた「科学研究費補助金取扱規程」が廃止され、各大学が独自に規
程を定めて運用するよう改正されたことに伴い兵庫医科大学として規程を
制定

７月１７日

１０ 学校法人兵庫医科大学事務組織規程
経営企画室・広報室・知的財産統括室の設置、財務・経理・入試について
事務組織を改組、事務分掌を改正

８月１日

１１ 兵庫医科大学広報委員会規程
兵庫医科大学の広報の方針、重要案件・危機管理案件の基本方針を審議す
る組織として広報委員会設置に伴う制定

１２ 経営企画協議会規程
「経営企画室」が理事会の諮問・調整機関としての責務を果たすため「経
営企画協議会」の目的等を改正

１３ 兵庫医療大学講義室等の貸与に関する規程
兵庫医療大学の講義室、オクタホール、レストランの貸与に関する必要な
事項を定める。

９月１日

１４ 兵庫医科大学動物実験規程
動物愛護管理法の改正及び動物実験等の実施に関する基本方針の告示に伴
い「実験動物の福祉向上」「動物実験の適正化」を盛り込んだ規程を制定
兵庫医科大学動物実験規準を廃止

１０月１日

１５ 兵庫医科大学動物実験委員会規程 兵庫医科大学動物実験規程制定に伴う改正

初期消火訓練 担送患者の搬送訓練

９号館５階からの非常階段を使っての避難
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訓練終了後、元岡総務部長と鳴尾消防署 岸口氏より、

「今回は兵庫医大はじまって以来、初めての大学の訓練

でした。いざという時のために、実際に自分の目で避難

経路を確認してみることは、意義あることだったと思い

ます。」との講評がありました。

その後、教員は５号館南側芝生広場に移動し、消防署

員の指導の下、消火器２０本を使用し、取扱い訓練を行い

ました。 （総務課）

敷地内全面禁煙の完全実施に向けて（続報）

７月末に１号館北の喫煙所が閉鎖され、敷地内での分

煙場所はなくなりました。

また、敷地内で待機中のタクシーも全て禁煙車となり

ました。引き続き、敷地内全面禁煙へのご理解とご協力

の程よろしくお願いいたします。

（総務課）

全面駐車禁止

１号館と１号館附属棟間の道路について、平成１９年９

月１日�から患者様の一時的な乗降及びタクシーの待機
以外は全面的に駐車禁止とし、来院者の車は立体駐車場

を利用していただくことになりました。。

近年、この道路の両側への駐車が常態化し、人の往来、

車両の通行等で事故の危険性が非常に高くなっていまし

た。更に、消防署からは防火防災上、本院が災害拠点病

院として機能できるよう駐車状況の改善が指摘されてい

ました。

また、今回の措置に伴い、立体駐車場における身障者

用スペースの運用の見直し、病院までの移動に係る車椅

子の介添等により患者様のご不便には対応させていただ

いています。立体駐車場の収容台数の関係上、平日の午

前中は満車状態となることが頻発していますので、教職

員の一時利用の自粛について協力をお願いします。

（総務課）

教職員共済会（西宮）だより

○教職員共済会主催「ビール・パーティー」について

薬理学 長野貴之

教職員共済会懇親会のビール・パーティーが８月２１日

に５号館南側芝生広場において開催されました。本年は

より多くの方に参加していただけるように、料理やドリ

ンクの種類を増やしました。今回の開催にあたり、多大

なる協力、支援をくださいました理事長、共済会幹事の

方々、人事課の方々、また料理、ドリンクを用意してく

ださいました宝塚ホテル、リビエールのみなさまに心よ

り感謝いたします。

消化器使用訓練
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理 事 会

（５月２８日）

�人事について
�理事の選任について
�評議員の推薦について
�評議員の選任について
�名誉教授の称号授与について
�兵庫医療大学学科長規程の制定について
�常務会規程の一部改正について
�常勤理事の業務分担について
�特命教授設置規程の制定について
�教務に関する規程の一部改正について
�聴講生、受託生及び研究生の取扱いに関する規程の一
部改正について

�兵庫医科大学就業規則、就業細則等の一部改正について
�病院規程の一部改正について
�平成２０年度兵庫医療大学入試要項について
�関西学院大学と兵庫医科大学との学術交流に関する包
括協定締結について

�平成１８年度収支決算について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�平成１８年度事業報告書について
�固定資産の一部処分について
（７月２３日）

�人事について
�講座の再編について
�クロアチア共和国Rijeka大学医学部との学術交流協定
について

�兵庫医科大学がんセンターの設置について
�病院規程の一部改正について
�給与規程の一部改正について
�２号館２階核医学診療部跡地利用について
�学校法人兵庫医科大学大学連携協議会規程の一部改正
について

評議員会

（５月２８日）

�理事の選任について
�評議員の選任について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�平成１８年度事業報告書について
�平成１８年度収支決算について
�固定資産の一部処分について

常 務 会

（５月７日）

�人事について
�学科長の選任について（再付議）
�特命教授の設置について
�兵庫医科大学大学院担当手当支給内規の制定について
�病院規程の一部改正について
�兼担教員に関する規程（案）の制定について
�事務組織規程の一部改正について
�兵庫医療大学開設時専任教員の赴任に係る手当に関す
る暫定内規の一部改正について

�平成１９年度がんプロフェッショナル養成プランについ
て

�関西学院大学との学術交流について
（５月２１日）

�人事について
�兼担教員に関する規程の制定について（再付議）
�評議員の選任について
�理事の選任について
�名誉教授の称号授与について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�聴講生、受託生及び研究生の取扱いに関する規程の一
部改正について

�課程を経ない者の学位論文審査等に関する申合せの一
部改正について

�兵庫医科大学就業規則及び就業細則の一部改正につい
て

�平成１８年度収支決算について
�平成１８年度事業報告書について
�腫瘍センターの設置について
�院内がん登録システムについて
�臨床研修医のアルバイトについて
�固定資産の一部処分について
�常務会規程の一部改正について
�常勤理事の業務分担について
（６月５日）

�腫瘍センターの組織等について
�給与規程の一部改正について
�兼担教員に関する規程の制定について（再々付議）
�兵庫医科大学防火・防災管理規程の一部改正について
�平成１９年度夏期賞与について
�経営企画室について
�常務会メンバーについて
�医学・医療教育センター運営委員会規程について
（６月１９日）

�人事について
�講座の再編について
�教養部門教員の配置換に伴う平成２０年度の教員補充に
ついて

�平成２０年度大学院学生募集要項（前期・後期募集）に

・主要会議とその議題・
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ついて

�課程を経ない者の学位論文審査等に関する申合せの一
部改正について（再付議）

�クロアチア共和国Rijeka大学医学部との学術交流協定
について

�２号館２階核医学診療部跡地利用について
�学校法人兵庫医科大学大学連携協議会規程の一部改正
について

�兵庫医療大学情報関連規程の制定について
�財務システム更新にかかる調査の実施について
�麻疹・水痘・ムンプス・風疹の抗体検査及びワクチン
接種について

�緩和ケアチームの設置について
（７月３日）

�総合診療部の人事について（再付議）
�病院規程の一部改正について
�がんセンター長の設置について
�科学研究費等の公的資金による間接経費の配分及び使
途について

�手術業務支援システムについて
�麻疹・水痘・ムンプス・風疹のワクチン接種について
（再付議）

�外科の診療体制について
�関西学院大学との学術交流に関する包括協定締結につ
いて

（７月１７日）

�人事について
�外国出張について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学動物実験規程の制定について
�兵庫医科大学動物実験委員会規程の一部改正について
�科学研究費補助金取扱規程の制定について
�先端医学研究所・家族性腫瘍部門及び細胞移植部門の
今後について

�人間ドック等実施検討WGの答申について
�外科の運営体制（診療体制）について
�臨床研修医への懲戒について
�経営企画協議会規程の一部改正について
�広報室の設置について
�広報委員会規程の制定について
�事務組織の一部変更について
�カプセル内視鏡システムについて
�リアルタイムPCRシステムについて

兵庫医科大学 教授会

（５月１０日）

�教員の人事について
�名誉教授の称号授与について
�特命教授設置規程（案）の制定について

�教員選考委員会の設置について
�兵庫医科大学学則の一部改正について（案）
�非常勤講師に関する規程の一部改正について（案）
�聴講生、受託生及び研究生の取り扱いに関する規程の
一部改正について

�平成１９年度１～４学年次定期試験（４月～６月期）日
程表（案）について

�未修得科目の取り扱いについて
�平成１９年度第６学年次カリキュラムについて
�平成１９年度ミニワークショップについて
�教育の改善案について
�平成１９年度学生による授業評価について（案）
�平成１８年度学生の選ぶベストティーチャー賞の候補者
について

�平成１９年度同僚評価組み合わせについて（案）
�学生の休学について
�教員研究費助成の研究成果について
�平成１９年度研究生の入学及び授業料免除について（追加）
�兵庫医科大学遺伝子治療臨床研究審査委員会委員の委
嘱について

�外国出張について
�学外出講について
（６月７日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
�ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理審査専門小
委員会委員の補充について

�平成１９年度第１～第４学年次定期試験（７月期）日程
表（案）について

�医学教育ミニ・ワークショップについて
�再試験の受験資格について
�平成１５年度未修得科目取り扱い一部変更について（案）
�学生の退学について
�兵庫医科大学科学研究費補助金取扱規程（案）の制定
について

�クロアチア共和国Rijeka大学医学部との学術交流に係
る協定書の締結について

�「平成１９年度兵庫医科大学シーズ育成型研究プログラ
ム」への配分及び「平成１９年度教員研究費助成」配分

者の決定について

�平成１９年度研究生の入学について（追加）
�特別研究員（Ｂ）の受入れについて
�学外出講について
�特命教授候補者の決定について
�「兵庫医科大学動物実験規程」等の改正について（案）
�基礎系講座の再編について（案）
（７月５日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
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�兵庫医科大学学則の一部改正について（案）
�兵庫医科大学動物実験規程（案）の制定について
�兵庫医科大学動物実験委員会規程の一部改正について
（案）

�科学研究費補助金取扱い規程について（案）
�平成１９年度第１～４学年次定期試験（９～１０月期）日
程表（案）について

�平成１９年度総合進級試験（２年）実施に関する基本方
針（案）及び出題の手引き（案）について

�平成１９年度総合進級試験（５年）について
�再試験受験資格及び授業欠席の取扱いについて
�平成２０年度授業科目（案）について
�学生の懲戒の取扱いについて
�学生相談室規程の一部改正について（案）
�平成１９年度研究生の入学及び授業料免除について（追
加）

�学外出講について
�外国出張について
�平成２０年度学生募集要項について
�新入試制度（推薦入試）の基本方針について（案）
�先端医学研究所・家族性腫瘍部門及び細胞移植部門の
今後について

（９月６日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
�委員会委員の改選について（教育研究組織計画委員会、
廃液処理委員会）

�兵庫医科大学倫理委員会委員の委嘱について
�遺伝子組換え実験安全委員会委員の委嘱について（案）
�競争的資金に係る物品調達等の検収体制について
�任期制教員の再任に係る審査方法について（案）
�総合進級試験（５年）について
�授業欠席に関する取扱いについて
�外科学講座准教授候補者（乳腺・内分泌担当）につい
て

�特別研究員の受入れについて
�平成１９年度研究生の入学について（追加）
�学外出講について
�クロアチア共和国出張中の学長代行について
�平成２０年度第３学年次基礎配について

兵庫医療大学 大学協議会

（５月１４日）

�平成２０年度学生募集活動について
�情報ネットワークに係る規程の制定について
�危機管理体制について
�会議の開催要領について
�学生アンケートについて
（５月３０日）

�兵庫医療大学FD委員会規程（案）について
�入学前の既習得単位の認定に係る基本方針について
�学生生活に関する意思決定体制
・感染病緊急対応について

・学籍異動

�大学連携協議会の立ち上げについて
�ECEにおける病院施設見学について
�６月９日公開講座「健康を考える」について
（６月１４日）

�医学・医療教育センター運営委員会本学側委員について
�教員のワクチンの接種について
�助手（助教）の採用について
�生薬標本の陳列について
�看護学部北欧研修について
（６月２５日）

�単位認定試験の実施及び成績表の提出に係る申し合わ
せについて

�予算委員会の立ち上げについて
�兵庫医療大学医薬共同先端医療研究センター開設準備
�委員会について
（７月９日）

�防火・防災管理規程（案）及び消防計画について
�環境安全委員会及び関係組織の立ち上げについて
�単位認定試験の実施について
�学外実習に係る個人情報の保護に関する誓約書の提出
について

�医学共同創薬研究開発センター及び食堂厨房の工事計
画について

�施設の貸与に係る使用料の徴収について
�図書館の開放時間及び開館日について
（７月２３日）

�休学、退学の取り扱いについて
�平成２０年度入学式の日程について
�兵庫医療大学広報委員会規程の制定について
�地域連携推進委員会規程の制定について
�神戸中央市民病院との連携について
�図書館の土曜日開館について
�花火大会への対応について
（８月６日）

�早期臨床体験実習の実施結果及び反省点等について
�第２回オープンキャンパスの実施について
�「大学コンソーシアムひょうご神戸」加入について
�チュートリアル教育について
�臨床薬学研修センターの整備について
（９月１９日）

�平成１９年度設置計画履行状況調査「実地調査」の対応
について

�教員研修について
�共通教育センター所属の非常勤講師の委嘱について
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�兵庫医療大学自己点検・評価規程及び委員会規程につ
いて

�地域連携実践センター「第１回公開講座」の開催及び
「地域連携ニュース」の発行について

�チーム医療に関するアンケートについて
�保健管理センター運営に関する問題点について
�学生に関するセクハラ等の対応について
�平成２０年度ワクチン接種・健康診断の実施について

�体育館建設に係るワーキンググループの設置について
�大学祭について
�兵庫医療大学遺伝子組換え実験安全管理規程について
�毒物及び劇物の管理マニュアルについて
�兵庫医療大学科学研究費補助金取扱規程について
�平成２０年度入試業務日程について
�学生募集活動「高校訪問」について
�兵庫医科大学・兵庫医療大学教育連携について

新大学のための募金の状況報告

「兵庫医療大学」のための募金活動を平成１８年５月に開始して以来、これまでに教職員をはじめ、後援会（ご父兄）、

緑樹会（卒業生）、名誉教授、退職者等（５９４名）は言うに及ばず協力医療機関や関連病院等を始めとする幅広い方々か

ら、温かいお申し込みを賜り、誠に有り難く、厚くお礼申し上あげます。

本学校法人といたしましては、ご協力賜りました方々のご芳名を大学広報に掲載させていただき、感謝の意を表した

いと存じ、下記のとおり報告させていただきます。

本学法人は、皆様からご寄付いただきました寄付金をこの新大学の教育研究用施設整備等充実に利用させていただく

とともに、これからも全力で大学の合理化推進等により、必要資金確保に向けて自主的努力を重ねてまいりますが、加

えて、ぜひとも関係各方面からのさらなるご支援を仰ぎお力添えをいただきたく、引き続きご協力賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 （募金推進室）

記

（平成１８年５月２日～平成１９年８月３１日）

寄付申込者ご芳名・法人名一覧
１９．４．１～１９．８．３１

［企業等法人］（６１法人）

９０，０００，０００円 株式会社 エイチ・アイ様

８０，０００，０００円 日本製薬団体連合会様

５，０００，０００円 株式會社 紀伊國屋書店様

１，５００，０００円 株式会社 日本ビジネスデータプロセシングセンター様

１，０００，０００円 尼崎信用金庫様

夙川土地 株式会社様

株式会社 光洋様

５００，０００円 株式会社 木村技研様

３００，０００円 三菱ビルテクノサービス 株式会社 関西支社西宮支店様

２００，０００円 株式会社 武庫川フードセンター様

有限会社 グリルグラン様

１００，０００円 石橋建設 株式会社様

株式会社 WAVE様

５０，０００円 日本カルミック 株式会社様

３０，０００円 株式会社 鈴木忠商店様

区 分
受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

申 込 ２４５件 ４１７，２１４，０００円 ５９４件 １２３，０６０，０００円 ８３９件 ５４０，２７４，０００円

入 金 ２３０件 ３９７，９１４，０００円 ５５６件 １２０，５４０，０００円 ７８６件 ５１８，４５４，０００円

・お・知・ら・せ・
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［関連病院等］（２４法人）

７００，０００円 医療法人社団平生会 宮本クリニック様

５００，０００円 医療法人ほまれ（誉）会（財団）様

社団法人日本海員掖済会 神戸掖済会病院様

３００，０００円 医療法人純幸会様

医療法人讃和会 友愛会病院様

医療法人朗源会 大隈病院様

（ご芳名のみ記載）

（ご芳名のみ記載）

阪神エンジニアリング 株式会社様

株式会社 やよい様

丸玉給食 株式会社様

株式会社 朝日工業社様

株式会社 公益社様

小山 株式会社様

NTTファイナンス 株式会社様

八洲薬品 株式会社様

株式会社 アーガスサイエンス様

株式会社 アペックス様

ペリクラークペリアーキテクツジャパン 株式会社様

近畿コカ・コーラボトリング 株式会社様

大日本土木 株式会社 神戸営業所様

株式会社 山武 ビルシステムカンパニー関西支社様

株式会社 トーカイ様

六甲摩耶鉄道 株式会社様

暁飯島工業 株式会社様

株式会社 アイソテック様

有限会社 大栄衛生様

株式会社 伊藤園様

川本産業 株式会社様

株式会社 日興商会様

富士ゼロックス兵庫 株式会社様

有限会社 宝塚新樹園様

株式会社 大阪山田 守建築事務所様

武庫川医療サービス 株式会社様

株式会社 グルメ杵屋様

ホーチキ 株式会社 神戸支社様

ヤンマーエネルギーシステム 株式会社様

阪神タクシー 株式会社様

株式会社 トプコンメディカルジャパン様

株式会社 損害保険ジャパン様

三井住友海上火災保険 株式会社様

株式会社 学生情報センター様

有限会社 シミヅ様

有限会社 三栄電気様

三洋電機サービス 株式会社様

株式会社 フジマック 近畿事業部様

アソート 株式会社様

株式会社 阪急百貨店様

株式会社 伸晃商事様

匿名 ５法人

医療法人翠生会 松本病院様

医療法人仁風会 牧野病院様

医療法人社団敬誠会 合志病院様

医療法人 明和病院様

医療法人社団仁恵会 石井病院様

医療法人社団甲友会 有馬温泉病院様

特定医療法人景岳会 南大阪病院様

医療法人晋真会 ベリタス病院様

医療法人社団 のぞみ耳鼻咽喉科様

医療法人互恵会 池田回生病院様

医療法人社団汐咲会 井野病院様

医療法人伯鳳会 赤穂中央病院様

財団法人甲南病院 甲南病院様

財団法人甲南病院 六甲アイランド病院様

医療法人中屋覚志会 津田病院様

医療法人 森内科様

匿名 ２法人

［後援会］（１団体、７名）

３０，０００，０００円

兵庫医科大学

後援会様

３００，０００円

宮本 孝 様

３００，０００円

原 勝 様

５０，０００円

長谷川 誠様

（ご芳名のみ記載）

白川 勝 様

本多 泰典様

橋爪 勇 様

匿名 １名

［緑樹会］（５名）

２００，０００円

細見 基信様

５０，０００円

二宮 浩司様

（ご芳名のみ記載）

黒田 佳治様

井口 優子様

匿名 １名

［その他個人］（１名）

１００，０００円

広沢 正好様

［名誉教授］（６名）

１５０，０００円

窪田 彬 様

１００，０００円

高光 義博様

（ご芳名のみ記載）

三浦 貴士様

松永 一郎様

圓尾 宗司様

喜多野征夫様
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［退職者］（８名）

３００，０００円

角田 英夫様

１０，０００円

野口 フク様

（ご芳名のみ記載）

亀田 和子様

田邉 節子様

榎田 順治様

中村 文子様

田中可鶴江様

�村 榮年様

［教職員］（１０２名）

１，０００，０００円

山村 武平様

５００，０００円

佐藤 禮子様

２５０，０００円

小川 啓恭様

長谷川誠紀様

青木 俊二様

鈴木 久美様

藤井眞理子様

前田 初男様

田中 稔之様

１２０，０００円

上紺屋憲彦様

芝崎 誠司様

伊藤 斉子様

山本 新吾様

７０，０００円

太田 邦廣様

山口 勲 様

安藤久美子様

甲谷 繁 様

小関 真紀様

内藤 泰 様

赤井 一之様

春木 敏弘様

北江 正幸様

佐藤 浩治様

安政 勝己様

寺西 敏美様

立花 敬三様

川端 正明様

下村 壯治様

岸本 裕充様

高木 範子様

５０，０００円

久保 博嗣様

錦織 典子様

加藤 雅己様

３０，０００円

宮内 勝子様

塚本 効司様

岩岡恵実子様

飯尾 祐加様

２０，０００円

小寺 斉人様

寺田 英司様

重村一二美様

梅原 孝好様

１０，０００円

川上 健太様

山口早百合様

新田 恵子様

西尾健太郎様

（ご芳名のみ記載）

西原 力 様

土居 洋子様

田中 明人様

坂本 清 様

大和田健夫様

川口浩太郎様

日� 正巳様

水野 暢子様

加藤 和�様
橋本 幸哉様

久山 秀�様
井出 唯敬様

田路 勝 様

田中 京美様

西村 明子様

阪永 諭 様

小谷 穣治様

�原 佐知様

佐藤江利子様

是金 敦子様

八木 正人様

嵯峨 洋子様

安井小由里様

村上 稔 様

迫口 孝文様

�政 明宏様

日野 隆夫様

坂口美恵子様

世良 明代様

岩下 実華様

鍋島 直美様

松田 友美様

武田 忍 様

�岡 洋子様

畑 多美子様

手塚 直美様

笹岡 幸代様

廿日出美恵子様

門屋 礼子様

境 潤哉様

毛利ひろこ様

柿本ひろみ様

匿名 １５名

（順不同）

― 訃 報 ―

兵庫医科大学前学長で名誉教授の東野一彌先生に

おかれましては、かねてから病気療養中のところ、

平成１９年８月３日御逝去されました。

告別式が、８月５日大阪市内の臨南寺会館紫雲殿

にて執り行われ、大学葬が１０月２７日�午後２時から
平成記念会館において執り行われました。

（大学葬の詳細は１９１号で掲載）

―おわびと訂正―

広報第１８９号において誤り・不備がありまし
たので、おわびして訂正いたします。

９ページ 教授就任
（誤） 笹子 三津留 特命教授 ４月１日就任

（国立がんセンター中央病院 副院長）
（正） 笹子 三津留 特命教授 ７月１日就任

（国立がんセンター中央病院 副院長）

２９ページ 寄付申込者ご芳名・法人名一覧
（誤） 有限会社 宝塚新樹園
（正） 有限会社 宝塚新樹園様
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